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初更- エ燕煤辞の分析操作について仰 せ群み.分析法草案の作句榊 の-たらしめんとした･本戦

にたやすろri四は成分の蹴 知なるエ乗1錘 の成分分B舷 を主とすろ.魯成分の脚 定等に搬しては

壊Rに課ろ tは操作上の-巌的事攻並に矧こ泣悪すべき書抜 を速べ,∬以下皿迄は各幹にして沓唖の=

蕪媒弘大■にgEての捜作浜をたし且良軌こl別こ珪士すべき榊 の 2-ald枯すも伽 を軸をした

餅 併兜は火額f呑昏誠JS火垂取 折のホ乗として計暮鮭 せられたものでもって.爆群六月はB木火g!

扶朝書証上t)姓供を更けた 又榔 長山柵 の耶 なる28fE群立に火g!榔 先生方の多大の蟹瑳助

に対し毛にr羽Gの紙 を蒙すると夷l二木鮒 巾yJG及 D}ThTの分■定■まについては不束分なる触

発i･守表すろことの葉栗臣を謝し冊 の聯 京を乞ふ夫車であるI

Ei] Li

一概に火艶切と云ふも或はビク.Jン軌 -キソーダン等の如 く化合物そのものが鑑に立沢な

火熊効であるものもあれば.ダイナヤイ ト 撫坪火韓等の如 く火脚 と他の取合物とで錬成し

たものもある 又T.色火熊,カー1),Fの如 く況合物として舶めて火雅邦の特性を敬坪するも

のもある その挫勅栢る多く配合せ らる1成分 も亦極めて雑多である 故に分析法も-神に迎

ぶることは閤椎である

七に一つの火集餅があったとすれば,先づ外項に上り大唖の推免を下し,共の成分の定性醗

点を行D,黙る筏各成分を足先すべきである.雨も之は決して容易の桑ではない
以下述ぶる堺は現行工葉月畑策の成分配合比を見出する方法であって噺m穀晶に封する作弟

分qr鼓である 従って徒 らに捕庚のiGを法を遜ばす専 ら顔を避け冊にしてその日約に過合する

方法を托用することlした

l エ兼ii集の名稀,官舎成分の羽合及分類

円本火蕪辞創作式倉並現寸糾こよる現守-I_T.乗用は薬の隆覇及び成分 配 合 比 は次発の通 り'亡あ



銀兼(火 熊 を 合 tr)の 成 分 ■己令 榊 ･&滋

叩 合 成9% ;･9>三 - 雷管 讐 穏 護 - - 冨 撃苧警 欝 菅 - 母 野警:･ - 莞 - 馴 鹿

無 7k

血 球＼ 9 ソ ソーダ

(D公ダイナマイ t･ 91-193 6-8 - - - - - - - - - - - 0-1 - - -

② 棚 ダイナマイ ト58･･60 2,3 31-32 - - - - 7-8

③ 横ダイナマイ ト 49161 ユ.5-3.53740 - - - - 8-ll

@ 砕料ダイナYイ ト49-51 1ふ2.5 - 4015 - 一 ･一 6J

Q)胡ダイナマイ ト 34-36 1-2 -165･【雄 一 一 一 6JD

@ 梅ダイナマイ t･ 39A1 1-2 21-25 - - - 29JJ 6-7

⑦ 白梅ダイナIVイ ト訣トS6 `1-3 - ･36-30 - 29-33 - 3-6

◎ 疎生ダイナマイ 71 7-9 0･211･0 - 02J6 - 18-21 - 7-P

⑨ 1単桁妥碓薬 416 0･02-0･10 -7'jJL78 3-5 1ト13 - 2-I 0-2

(抄 2批帝安薙轟 73-76 719 14-16 -- eA

⑬ アンモソ軽重 一 一 一一8.6J9 7-9 - --0･513･5 -- - 01; -1 - - - r - -

⑲ 瓜Laカー9ツ ト

a:b穀Laカーy ツ ト

⑩畑崩カーyツ ト

叫 :(iL.lカーッツ ト

⑯伸戦局カーyツ ト

⑱ 監崩カー9ツ ト

歯 爪也錬lJJ火難

-- 一 一 一 一 6.2-8B 7.1.6-761; - 相117 - 2.518.6 - - -- --

_ I- - 一 - lん℡.58C.lr86.6 - 1日 3 - 1ふユ5 - - - -

-- - 4-6 - - I.6-5,6 49-63 - 0-5 34-37 1.5-35 - - - -

-･ - iJL12 - - 6.2 6B e4-60 66-67 0-6 - 1.6-2[; - - 一 一

48･O161･54･2-5･8 - -11･6-2･6 87-AO LfL6 - ･ 0-2 T -I

6O.6-0.LLur:J12-I;.8 - --2.2-.q.827-29-- ･1 1.612.6 - - -- -

65-70 - - - -- - 1E;-1714-17 --

◎ 柵 カリは榊戊 ソーダ又は恥輔バリウムをJiLて代用 し柑るものとナ
◎ ア yモソ雌 熊の珪諸般はア ･̂ミ-.>ム掛 を以て代用 u!lるもりとナ

*渡歩ゆ辞令6命令S･山背



平田 工共姓蕪分析鞍kJqすさ軒先 lS一

前米に沌げたるエ兼僻 の成分分別法は牡先上之を女の 12に分った

T 位ダイナマイ ト

Lr J持捷ダイナマイ ト汲終ダイナマイ ト

1日 特約ダイナマイ ト及桶ダイナマイ ト

TV 船ダイナマイ ト

V 白榊ダイナマイ 71及碑安ダイナマイ TL

Vl l枕甜安頒熊

VIF 2班硝安換稚

Vlrt 丁ンモソ頗

JX -n崩カーリL'ト及柴崩カ-1)71

Ⅹ 挿崩カー1J'ト及yt崩カー1JVト

Xr 紳取崩カー1)ット及鷲崩カー リ,I

Xlr 男色輔lLl火飛

付特に y/Gの責_I.碑酸丁ン･モきサム及巡見兼鼓丁 ンモ主サムの定jr井他に洗ては相坪し
(配達した

2 所要搬 及集晶

本分析に必亦なる許婚 はほLl攻の如 くである.

i. 拭河鹿 (共投射戯日放) 化畢天秤 (挿尭 200g,感土 01mg)

3. 上皿天秤 (200g) 4 エボナイ ト叔父は相子を

5. ナイフ 6 匙 (水牛封)

一枚用秤J:班 (笹 蜘 IX高さ 50Jlurl) 8

大型押t放 く抽出ii筒用401.uHXIO5llt)It)10

水分定t用津奄挿1枚 (S.607ZnllX高さ
25TrLm)
/ツクスレ一拍tll牡

i. デシケーター 12 油浴

13 詩集新 tr lJ. 益未満

15 ビーカー (〕OO,200,500cc丑背光) ユ6 メスシリンダー (100cc及 10cc)

･7 孟宗表芸スフ (50,100,200･250･500
19 ビiレサト(50cc)

t21 ルンゲ鼓索針
23. 沈滞桝

25. 白金皿

27 ェ,ケル相場

29 日金鉄

31 三 脚

33 粘土三角

35 ビ-レ,ト嘉

37 メノー乳鉢

39 丁スヒレーク-
41.ゴム廿

18 ビべ,i.(5,10,20,25.50co)

20 ケルタール袋旺一式

22 井蛙附メスシ1)i,ダー (100cc)

24 睦澱茶硬皿

26 地 相場

28. トン4'ス

80 寸,フル塊

32. 7スベス ト附金満

3l T･-ト汲t･-ト茶

36 温度計 (100■C及 200Fc救本)
35. ガヲス乳糸
40_ GSIll-ナー･
･2 莞汽 基部 諾㌍ IRI東洋淑



188 火 井 韻 書 Zt 申 LI笹 井 3･4K

43. ガラス経 机 キツナ氏瓦苅現生嬰

45 瓦薪沃i佳敬一 46. コlカル7クスコ

JT コンデンサー jb 放拭スタンド,クランプ,ゲンJ
久本分析の甘矧 こ食っては位Ll下記の兼品を年価する必卒がある
1 エーテノレ

3 泥血J{ヲフィン

5 t碓 較 20%)

7 TA級鮭 25%)

9 過BE頚殻 (80%以｣こ)

]1 ;･Y他力1)又はもy性ソーダ

13 挫化Jil)ウム

15.埋it:カルンウム

17 tf鮭丁ンモェウム

79 .T<'10_T<nOIi

21 ゞ10EJhO.(310cL)
23 メチルオレンチ (002%'淡

2,アセトン

4･=肘 と如
6 缶qE椴

8 i女馳鼓

10 7ンIt->ア水

]2 塩化71ンLe土ウム

14 淡梗カルyウム

16 デフエール7 ミソ

18._T<AOIT王SO.

20 1-5rlCJ

'Z.'.X'/10_1g_Y'0.
24 タ.,i.酸カリウム統 L556

25 メナPyシツriS液′002%アルコール溶液)20 デブ'Tルダ合金求

A.'7 95%'縫71ルコール 25 耗水村虎

29 ZEに第-鍵叉は耗DR 30.クエン虎 ′-グ

31.三gF比チタン 3_' 碓僚ソータ (襟iI)

33 安民有虎 捷串) 31.大3石

35 碑簸て･/ガン 36.よ再転 比訳 17)

Ⅰ･操作上の-頒注意事項

I. 扶 科 珠 下

統帥 士分軒の途中に放ける不仲の必弊又は後の多々に11け る鴇瀬也のまiガヲス搬内に約秒
て耕栓し或は非の他帳件の鼻 らざる手段を講 じて船成 しせ くことが必延である

紙料搾取に潜っては発也の紳輔を換去し,符井ダイナマイ トでは允づェポ

ナイ ト戟j(はガヲス坂上に於て米粒大IC維如し,搬秋の結鵜ではバクフィン
等の混入せざる珠注意し,5,色*山火蕪の如き途野火策ではメノー乳鉢を用

ひ転換とすること

エーテ)i,才班いこ供する洪抑 去水分虎I井のものと用ふるt可とする 比の

雛 は芹柑 約･=志 望議 - じてLW - - する･何し- kJtに法
iE時'J7を畢する故矧 こ牧iAの挫ひあるもの文法結晶水含有の江湖と含む試料

を除いてT三･｢掛こIF拭Iは 直ちに拙伽 こ俵するもよしへ APち皆済ダイナて
イ 日は在韓拭約的 iOgと秤Jr収を以て摘拝し之を鰍 11用沈竹に移し.希釈爆 r.Ll
詐或It吸担任の斡料は抽出用漣材と大型梓土壌:控約 10J]Ull.77!さ約 105mm) l



甲FEl エ馬堀光分析簸た付する研究 1抑

中に入れ瑞R.し駐接之に押取するが僻事l托 ある

2 水 分 定 i

参謀文法燕細杖鞘 勺5g を水分鬼王711の靭 押上奴 (湘 2)に探 りよく讃げたる彼杵FPL確

殻 ヂシケーター内に 15時W故任 し再び之 と押t しその

及点滅 を以 て滋社水分 とす る のり化 し軌 払7kを含有す

る摩薪 (帆-ば冊砂の如 き)を含む拭判にな りて蛙攻叔

父は皇 化カルシウムTr-シケーク一色用ひ√亡も或は加温乾
健淡 を採用 して も英に払 Rl水の一部 と失ひAの迎鼓水分

のみを測定することは開披である 故に祈 る妖 杓では他

の諸成分 を鬼土 しその合丑を ユ00J..)減 じたる立教 を以 il2 7k介史*脚 J桝

て概略の遊怒水分 とする CErlJ

(放 1) 横取デシケ一g一哉良化カ ･̂レク止fz,セーターrI.k放JRして1箕攻屯k之 を押柴し.e磐7X仰
の瀬我丑を 7袋哉洞o)それとJt供すaJこ90X以上k及ぶと以て毎書'J'分のiEg文化は 2査鑑と以て特
満足ナぺさtわと考-た.

i莞芸 過 量 護 憲 i安芸 も書芸 ㌻崇

枚g'ィナTイト 0127696 0̀払1,V 始59X 0.2円X O空79% 】0)00X

8ダイナヤイト 091-1 0.D77 9S,58 0776 0S50 91I(;

1558 JIOtI 9111

r (井 di) 】058 エm7 82BS

痢妥〆イナ▼イト 4203 4.Sol D793

2323 L)_LL81 9367

297 且12 9&10

･前 菜 II 兼 1･古7 181 96,44

Jz鵜ダイ ナ マイ ト 】2-L6 1641 7806

0899 1418 4960

2.62 l-l(1 6829

引

例

細

L

a
;~

ぷ

娼

S
;

把

=1

76

Z
畑

油

紙

H

脚

7

F

l

･f

E]

1

d

忘

は

誓

l

湖

竺

頚 抄 の か 1611 10017 16.33 2.655 10,66 ごltH

く託 2) 職ダイナマイHt凍てはごまiE以吐k放てもI'1成 りの淑/少と見るF土合廿脚 の】廿瓜7脚t'-帝大は

るもものと恐放せらLl.るを以て (北のqFはef伊のみ托茨で行へる丈故から推蘇せられる)Jtのカ世に上

る功*水分のbLの満足は用杜である

又 60'Gの満水舷煉基中に於て乾煉廿もAYjkは.矢吹k見るPJl(硬F'ィナマイト,桁q'〆イーJ-†イト

等托凍ってはrJ6時何故の沖水暮がttdtfシケー9-rEl1見川技の瀬耗丑と祐一敦するも栂Tイナ

マイt托せりてはそのid事とjL一寸火なるLFtt示ナ放,拍ダイナYイトに対してFt加iL七枚汝も亦不

ig耳と且rtJ1.8.

tを qt カ 扶
顎髭T-シナ-a-7麦夜

旦牝カ^シウ▲rlJ7暮夜

_E気賀唖替 (60pC53時rm

8 ダ イ 尉安タイ 棉 ダイ 打 抄

0,977X LIき0196 16449i 10047X

oB80 4℡81 1-I29 1(I80

0,840 ･J2-日 8030 213加



100 火 東 伯 今 tt 郊 6億 軒 先･.I輸

3 ェ ー テ JL.抽 出

ェ-チIL,は･/m且に放てもJJ,条の水を溶解する性好がある 水を食Jf1-するエーテルを似て抽出

な行ふ椿は或奴のgE柳比その含有水に上り浮出せ らるiことあり,5L無水の土-テルを班用す

るも釈料lflに水',l多さもの.3Lは結晶水を含有するBL誹を合tT拭ftを共 まL抽出に伏する時比

同鎌の桔典を打 ちナ廃れがある 故に抽出に供する訳判は僻Au

として乾性せるものを凍 りソ'クスレー抽出皐に上り無水エ ー

テルを以て抽出すること 但 し急速を垂する宅合には吸蝿のAt

ひあるもの久は結Rh水合jl-の5L頴と合L'tI斡料 は之を袖山用漣冊

に秤屯して約 60℃ で 5時NI乾頓せる後,GZJ)その他のものはLET

拭料を直ちに抽軌 こ伏 してもよい

エーテル袖山時刊は抽出辞 に放け るエーテルの和現回教1時

∴ ~' - ~ li,こ-I . ∴ _ h ･1. I;i :

小のエーテルにそれ掛 こ上る好色を認 めざる迄)で大地補足な

る柿典が縛 られる IJHI

抽出用港間としてはb]市漣枕と使JT]するとと勿論可なるも,衣

の如 き杓子EEのもの缶用IL)LI幻肘辛も惜按でFtつ姫的約である
BL)ち待約 30日ll11長さ約 100.lu)tの椅子風筒の一執こ胡林を以て
鴻析及羽二鉱を栄和したろ渦杓 (園 1参Fr'J)は抽出環辻を炎の

振作に移すにも樫であり,又底の渦紋を交換する こ とに上ul7(

久に使用することが出水る 抽出珪淀の乾鰍 こ思って結締放せ
るエーチJL,Ak'矧 こ･JI火せざる鎌柑 こ注意を嬰する hJJ地球淀の

秤丑は騨27訳柄では之を廿池伴走甑に移して荊 丑するのが鎌利

であるが,粉状拭tlでは拭約枚二枚に先立ち規め波間を粧 搬flt丑

しその止まを求め鑑を之と使用 し大理秤量腹 中で狩生すると吸

娘役拭Hに封 しても吸損の藻がない

ェーテル可締分を脚 け るP凄 ある場合には抽 出に先立ち受 ■a.ylクスレ-掛Jl母

港フラスコの萩tを測定し哩 くがよい

抽出後 のエーテル向牧にはit怜i･ilE投げエーテルと帯下せ しめたる放浪打と入れることたく

元の如 く生放して加熱すれば別に蒸1常長雀を使用せずしてエーテルのFd牧が行抹れる

(姓 .3) 節'RTイナマイIの桝Z:訊点せろZt茶と珠D.化の24弟と炎は 伽PC4)訪水乾tI拳中J{於で宅蛾

して1時TVl紐KL.もの耗Ittと滞足したる漁具を,阿一哉月につ色Gt伝TJシナ-8-及Iit:カルシウム

デシケ-8-とJlHJて帝足せる水分とLt捜せるIt次滋の血書仲裁と柑た.むも6ccで加5時隅た壊せ

る淑托兼は改俊JkIt■他力̂ シ.?上デシケーターt7.托約1池Nl乾煉廿も減光Jt托柿妃食塩を甘たるt
以て,エーナ^抽IMl拭科の乾銀を伽bCkて行ふ岬は発dL'叫TfTIと以て浦丘lLpとむふ

oq'C化放ける加鼓乾燥とデシケ-1p-内托蚊とのLt収

舵 煉 吋 M I打安g'イ 榛 〆 ィ時TVl聡 触 後 1186% 0760タく
け 叩 ′ 巴巴1 0Ji92
咋 Nl X 3.-125 0,829



卒rFl- 二乗Jf掛 粕 に崩す8軒先 101

4 NIGの 定 丑 に Btて

N/G の合材t択定にはエーテル抽出珪速を乾燥挿者 して抽出 先を淡め之 上1)吹/'l長 を並;]r
きて (乾性釈tt缶用ひIeる甥合は抽出丑)-TI/G丑 を井出する方法 と,抽出液 上りェーテルと坪

散せ しめて _TIr,i を挿Iする方法 とがあるが,攻の理由 に上り前者即 ち抽出球 並 と挿J.し

.Tll(iは董 上D.RtTる方法 を採用することに した

】 ェーテル抽出液 よりェーテルをrgl牧 し約 80℃ の議釦 削 りdて殆ん どェーテル臭 を感ぜざ

る托皮に乾燥 し,その後攻薮デ シケーター中lこ故正 して也Jは 淡むるに抹甚だ しく長時Nlと畢

する 比 のことは y/G中に包合せる水分 エ-テル等紘拙攻rJシケークー内で先金に除去する

には相港長時1tlIを虞 することを意味する (袈 1及 2参J弱り

賀 lh-1G建Jtはかけaェーナル抽ul詳A拍川砂並の乾塊炭比較

A-ナ ･̂拍tEI群の挺煉炭 エーナJb軸HR総舷蛾皮(6の

誓豊要言;蒜 A 96･一望qE 弧 93X 50jWX 川 伺 760Y 舶X弧75X
器

慧

州

慧

慧
雌

掛

弧

即

捌

即

舶慧
馴

約

諾

器

伽

慧

肋

馴

=:

l

#

?
捜
蛾

ケ
操
定

州
州
;

･

･

.-
I,

･･:
I.

2時F'1 744 40143 46BS

3時ml T10 40･99 4190

4.6IITVl 737 40･39 44-53

(ェ - ケル袖山 3時rl)

101405gO九分 0300% 於 60'帥)
10eS弧3O九分 0.572X P )
1087野g

4.5時州 乾唖扶 41灯 OBe9 7月77

5.5時叩 ′ 4241 0･S19 81030

捷友fi,ケークー7主我位 4317 OID77 161'I
単位7,b:fi,ケ一g-1辛攻牡 42糾 01850 J429

(旺4)2;P又は三日 芳書哉のエーデ ･̂葡州て7rり抽出叩糊と如何杜にすべ的 ･托放ての文政を状かた
むろだ即 110gを粁押し,阿-純 色を井 川 均時糊t夫々̂ 托してその&漣とiq足したる托女の

相異とIlた

翁的さの性1%には 61+に可成りの佃歪あり 1-デルの冊BZ何tt1Ft間に付か16-7円のものt

使用した 井の始Aより SIF>の頼批 ri耗わ 3時帆 ;ト噌 書集又細 分9'掛 りにはその射rJt
によって多少の表立Z)るもエーナ ･̂結実等のJr色k且{るk王るを以てJIzEとするI

ェータル油出呼岬と h'r3柏鞘凍T一炊 は-It'芳書弟の抽出裸fA.のJt

二 l̀ ∴ ∵ √ ~~_- L~ _:'



ZP2 火 米 仏 合 性 耕5容体3･4I
戟 2

70中Ck｣於け るエータ̂ ･始EII汝ti頒皮 80一昨CJLh!ける抽出遵rfEのた相生

1時 m 6061% 764X 6161X 40ふIX 8且06,% 4姐 x

2 U S978 719 50L19 4072 918珪 4よe5

号雪空誓言蒜ケ 5961 7el 弧18

-日 ;･ ' 二∴ ･･p 一 ･ ･･- ･

従って架1及 2により知る如 く抽出建汝と神泉 したるTdtと軸桝椎上l)秤 りたるN/G 牡と

の和は水分を無税するも1.I.110096を超過する

2 _V/Grf.に包合せ らる 水ゝ分汲エーテル捻 80-70℃ の茶菓浴中で約4-5時間乾燥するこ
とに上!川を除去せ らるiものの如 し (姦 3参照)

3. 位かではあるが原料米ei中のエーテル可持分 (袈4争.U;日 はすべて L-/G qlに包含せ られ

る

･l 之に反 L抽出津波を乾偵拝*する方法姓氏に揮無位の成分も除･Jtせ られてわる放比較的

高いiA皮でも文辞なく沸曙不束淋 F･で約 2時Fmも乾性すれば発令 である (裁 1及 2金
.rL日

次に梅ダイナマイ トには冊砂を含有する故 ド/G の貞JtLこはェーテル抽出凍iL.を乾燥挿太す

ることは出水ない そこでエーデル抽出液の乾蝕を如何にすべきかに放て賄一元土の 2T/G を

抽出用フラスコ中に坪JhL之にアスベスト小域,エーテル,水等を攻姓漁れ 或也添加すると

とたしに 60-70℃ の乾鵬 Ll･で乾性しその乾燥状況を胡ぺたるに着 3のやうな指炎を村た

7-8の D_lTZVDyTを給加せるは 1戟碑安腰 に封する重々である

丑 3.>'JG k寸 の々虚か鎗tJEせるgI介の乾性Lt

hl/6 50日鞄 630e3g 61711g 5.cceSg

Tスペス†嫌入 - O･128℡ - 06685

エ - ナ ル - - 735加 fis加

竺E]晦

Lb

抑

舵

Ji也か岱71く 一････.･ - - - ･ Ol･H7 0.8795 -
(I)hl.Ti)

DiヾhTI)ポ11 - -....... - - - . - - 03971

食 甘r L;0Ⅰ48 57SO5 5ユ711 67289 61695 521g2 】1228

60-70cc1時何 L;019J E;7302 52730 5.7520 634S8 5.5170 11716

3時何 5.0188 6.72S9 51767 57252 6.1014 5野16 】1260

5時rq 50155 67%8 51690 57190 C1670 5.2287 日2:39

吏rL技嶺r-シケ-
p-20時rUT放牧伎 60189 617W 古1612 57170 611644 5･空40 日234

J

･T

:.
.
I..

...

=:

,･

･

砧 )e品 (M 一 一 - 一 一 b刑 - 137渦

① 拍出番O- クス⊃k 7岬 のみと入Lt160-70'GのjE敗馴 ･で把仙ナ 新平や加せる付点をjiたるり t
の温度で4-5剛V)の托恥士7IJOのiJl犬は無い･Pうである.
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e>'P KTス･三九H､環を-5日入^て妊tLのjLLL卓也した
5時rq托tL杜の出欠rt-T(ノG lて升しわ QJZ)Xて2,ら.

① ･Tt'IG紘,yJtの1-TJLと漣加しエーナJt-わ77RJt妃t合した.

LL-6坤何の乾性で土-デルは卑LtttナZ,

a ･TL'Gユ 1 -ナJt･のむ錦 にTAベスr'J･珠t入れる
7ス･<Alth-ざる斗合と大魚T.･くト 5L?用で申年tkすさ

S ･Tt'P.I-ナ -̂.7k力む的 はγス-･･九I凍tかふ.
4､6I)lrqで1-ナJt王7kjt托特挿tLする
⑥ h'P九 1-タAの取合せkTエペIr珠と入れざるもの
水の払htがSかつたiSか7LPrqの叱埠でL:l&分不尤分であった

(》 h'/G,L)mIq)弘食物托1-ナJl.を心加ナ

L'特rq,J乾叫で浦長であも.

(参 hTKi.DNTの混合物にエーナ ･̂を雌加ナ.

6時間の有様では&分不JEのBがある.

此の結果 より -TI/G のエータ,I,紬伽 は ェーテルre3枚彼 80､70hc の諸丸捕 ･1.に J--5馴 H
乾棟すればェーテル水分等は略称故するものと巧へ られる をBlて松ダイナマイ ト1'/Gの定Jc
には,エーテル抽出横を丁スペスト小域上井に的 60-70℃ の誘笥71沖 で約 5時Ⅶ乾煉ナ^lr
上レ､.

去J各維*抄(■抄)中のニーナ -̂可i89

& 方 El 火 Fl 火 U 火 日 大 El 火
A-y7t用木扮 ■1イJq*抄 額′イJtI木8 2r材軸 *8 8I月tJP 也月JR中

耳 fl1 L57X JeSX I.09X LL空X OO9X OJHX
幹 中 空 le4 1.24 097 - -

(耗) dF月*批 tbltして1-7JL･の7T4不世の応不正ヰなる4である.

比のJ&JtよりナLLは木幹やItは大tLIX 内外の1-チル可赤分を合Kナること 1ゝ_･ろthlて

80% ■′イオーイトk放てrZ力0.ZX,(yr=托Jtしてはね 0,2X に将Tナ)前菜{イナー

イIJ{放ては約 0.05,Y(>'lG K対してFt的 14.'k粕7rナ)ttBEのむ書は逝け牡 い亡と11=
る

5.Zl/G と DNZlの分JI定i

lTIJU の見よ淡 としては攻の恥 がある

1) ルンゲ生糸計lこ上る法

2) ヂr77'ルダ合金lこ上る退7t;法

3) BE化チタンに上る温元法

4) BL化弟一班rz=上る道元決

壊作上若干の*易Piあっても y(iのみの句合にIi謙足た結果を典へる方法 もこれに D･TI･TtT
の如 きニ トt･yJ満 鉄がiRをする際の令書克J.江BL々 の継 に横道する17E者はこれ に つ いて

2-3の槍打と餅みた その耗具をjF的すれば攻の如 くなる

1) JL,ソゲ細 計に上る方法では t)｡Ir_の｣ 引主材化されるもの i如く-T<Gの免訴t比Zt冷
仏 上りも並かに少い故を示す･

即ち',ンゲ栄兼計を以て _TfIGのみの生兼tを史暮しその 1g昔りの 0ゞガスの菅生土をin
宜 し近さ之に Dyh･と由-てその好事を粥ぺたるに ･T(/Gの任用*杓025g内外rl対 し-TI0 ガ
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スのiE生tlま Dゞ _YO】℡すり大約8cc内外のi生少を示した
淡 JIi-JG t o.59Jg 0.公取 0.つ169E O.℡TJCg0.e6鞄 0.2751g
Dyl'並 太 * - 0.1012i･ 8103qEi'0知和 0,23515g0.3L50g
他月･T(,tlt5･ら及生ナ-書 76Jh THlcc T178cc78加 TC_gh 弧OGecyOv又のCC.
畑 托鼓生したhrOblスのCe 76.02cc 6551cc 628Ecc 628知c 57.1bc 57.17cc

D:(>'慈加Lこ上る■少 8,6lkc 917cc 160LIce 18,77cc 22上9cc

ミミ謎 i叫 'の ･170 9 8- 8- 800ec &40cc TA･ce

2) ヂ*/'Tルダ合金に上る退JL:法に映 1)DZn-.或 は 1)h'Tと X'.G とのu食物中か らy/a
のみ&･定tL縛るヤ否やに札て先づ DXIX',或は Dm のみに放て甘塩を訳みた.eJ)ち拭書手に

水 50cc,アルコール 5cc,85%も'F性ソーダ蒋耽 50cc,デブTルグ合余末 3gを加へ加熱時仰

30分と云ふ倣件の許に放ては訳榊 0]g懲 り大約 ユ2cu(NT/10として)内外の Nrr▲01】を敬

生する如き結果を示した

J):LTT Dh'T D}'＼ Dhlh' D3'>' T)ICh'

Zt や - 0･8971g O･IJ3奄 01215g OA17】g Oj峨 0.6685･g
穀丘>-HJKy/IOとして)5.10ec 5.06cc 5.10cc 517cc 629cc 7.18cc

扶持01F書I IeScc l.三だcc Jelcc IeLIcc 1.3Ccc 】07cc

Jtのiニ典よりして ゞ(inゞ ･T(混合秒 ll上り-1I;Gのみを DかLIrda法に上って女王するとと

は不可能と推定せ られる

3) 三EZ化チタンに上りを凄 X'/G とia元する方法に乱てIi若干の7r虫と行ったが浦足なる相
異は縛 らI.たかつ7= これは皇位チタンの主立元力がtk･)に蛋過ぎる結果とBE化チタンの鵜持

たものが得 らLLたかったことに益田するものと息放れるが較 nJ:Lt.の方法が可書Eとしても弘

1)た退元力を有するBE化チタンと快用するuE.巣として溢tlの枚碓比弛れ持たtn.
i IT((;とニ トロXi香枚の汰脚 淡中から淡叔ガスのii沈中に放て9Lfα 一蜘 故と以て
こ(G を道元しそこに生 じた第二iRと三射 け タ/を似て雨克する方政江AfLたる桔鼎を典

へろとの東良はあるれ 比の方法に放ても三Bl化チタンと使用する関陳上室束と絶封恕kし

て拙†1け るやうな盤teと耗称九三ZE化チタ/が必婆である

然るにbtの退jc方法に放て h-/U とEZ化第-経との涙腺が昔*鵬旅を示す以上 ITI/(-の退元

に依って生じた第二沖を三昧化チタ/を以て神び罪一組 こiRJCして共の際的壮せ られた三史化
チタンのJか ら /ゞrJtを井出せずとも漢定圧知の茄-捕柿沢を州ひ温JElこ刑任せ られすそこ

に凍った耶づ約 ia度旺知の退Yyガ/校カ.)淡を以て滴定する方法の可能たるを信じ:陳 は

この方泌 こついて相打を釈みた結果,共の抜粋に放て比沸足な他を示すことが判明 L h

l 三相 は氷原鮫港耗よし5ccと使用 (Jtの中には y/(iOO5g内外を含む如 く卿 ナ)

コ N/IFcC'),の使用1 5cc(･TTIG のig元に必#た理会也の約 25倫位を申す
3 5L鼓 (1･1 10{C

4 i3jt:痔棚 ･解かにホして約 10分間 (光の馳 坤 JE馴 こなる程度)
5 井他姓本文併載の如 く捷作ナ

機 具の一例を示せば夫の通 りである.

-̂ソylt*ff FeClrに.ttか0.慈

1 5627,V gB41X



平m エ)寸書分好掛こJJすら前史 195

9819L OSJ B I

3 99J10■ 98.41 ∫

4 9818′
5 鎚.00■

平均 983空 想 36I

比の熊井よりgE化不一Btに上る .T<Gの道元正彦式は一般府政ZZの48合と阿技に
K_TIO,+3FcCl.+JHCl=l{CJ+3FcCIIl+2日,0+yO

の反鮎 が必用されるものと野へられる 経って /ゞG l瓦分子に封しては好一稚97t分子を
好すること hゝ:る 故に y′Gの1瓦分子 盟709gは -Tn Fpn,9000ccに依って退元せ られ

硬は rJlreO.･1ccは XIGの0025'.'3gに耕雷することになる
此の方法は他の一般硫酸豊l与放ても補 足h:制r鵜 を典-た そこで Scl川1-TlemEmllの東森

計を用ひて nlYX'が5E化罪一派とBL椴Icよr)題71:せられるや香を拍したが辛古瀬 IE影廿を及ぼ
す樺のガス現生は見られなかった.

此に放て叩者は hL(;とD.Y.TI耽食物中から比の方法にJ:つて ･1'/G-のみを鬼Aせんとして

本文所載のr･軌 こ上り官金を洪みた 銘水比可成上く一致する斗合もあるが時には可成の枯り

i,tl_ることiあった.これはJ)rl-の紬 は満定の隻Zkが払り生娘でた1̂ ことやig元の餅

等lこ支点されるものと考-られるが功常在虻件を見出 し官 にP.卒あらば TrユIzlO.の代 りに

冗.Cr=07i･使用十る等のことに上り謙見た柵菜が締 られるものと恩はれるがt投の掃邦此○

方法lt後fHrjF.i-るJZJfがあらうことを附犯してなく

6.水 又 は 丑 fJ虚 琴

EB文訳flのエーTJ･･抽出連取 主上をビーカーl-i,移し7k久はiB78t加ふろ材に先づ孫子恥こて
方かにEL77tL.=f)終十る Jtの披作はiyl再出譲に放ては81押し■く,久此の維作を省くと
女のTJt･ト/虎環にたし攻顎の誇群が現■とTlる.

無也aL別の持出I-J王水又FijO●C内外の価A油を用ひる.('' 瀬冊は埴掛り tl興るがBt任

45℃ 附妃より膨潤t_･初め 5[･;Cにては晩に附 とし勧め 55℃ に放ては完垂に掛 とするものさ

へある,故に袖山JTTの7kのiLi如 く高い時PiElMの斡出は払洩ICあるが澱劫の一触 土糊化して渚
過rt_陶杜を非すと共に,次の7･七トン偲和の際に榔化せる漉伽 ;Tt･トン馴 空中に浪人して亦

る成れがある.

水可溶牧QLWが唯一位のみで且加熱に上り坪倣分解等を点さぬものの場合紘水持舵をnL態乾

井 8 ZL の 8I他 丸 井 (瀬訪ftエ大弟より)
JE･講和屯班 辞ftFI頼れ41 柵tt完丁岨
4才q bCC SPO
i6.空 瓜.7 6eJ;
50 55 6215

5D G5 075

63.丁 58.7 6Le

66.L･5 66.qj TO
57.古 77･5 STJ

耶 iL(90-loo℃)的 t77ふt以て-奴托可辞任tGk一杯t牝し屠" のの如
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iAIして之が亙土を搾ればよい 黙し政鮫アンモ三サムの如 く農学相称こより却懲令弟等を起す

もの苦しく杜2酸 以上の蓮如と含tT等合法抽出液を祖首のメス7クスコに染め常迫に冷LpL

/.:後正確に一皮jrの水溶許を作 ))兄J･,分別を行はねばなられ

水不7専解凍鼓を貫測する必要ある時は謹め乾煉拝見せる溝鼓で漣通し,よく洗液汝lOO~Cに

放て鑑煉押*してそのJ:女涼める

7･ 7セ トン虚埋 (油類を含む拭料のみに就き行ふ)

村nJl水不持簾理法は特にP遜 なき取 り之i･乾塊するこ
上なく(強訴に附潜せる水分の杜庇では税額の7-t=トン

に繋する溶解ぬ こ影群たく,又乾燥せるもの杜仲って縮

僻に長時Tulを嬰する)容1 100ccの有栓メス -/ 1)/ダ

I(肝4)に移し..約 90ccのITt･トンを加- 鵠 栓しょく

舶捜して租頻を溶解せしめる 庶助 亡は以捜機と用ひ組

頚 木掛の塊と認めざるに至るまで11ふ ;矢に 100ccの

11盛甚TL･トンを抑ひよく混合 し一旗以J-静正して不溶

解合を沈降せしめ,その上津波 50ccをビペ,トにて武

士故知の′トビーカーに凍 り.話漕7K約 5ccを加-帯か
に職 能渦し,史に 100℃ の蒸東7谷中で 1時.W乾燥後

称jLして訳k棉加の 2倍を以て挽兼tとする
上達衣50C.Cのit(に食ってii.-PCCのビJ<サトを用ひ,

その先確をメスシ1)/グーの 50ccEl虞上?掃i宗めに入

九･せき吸乗啓に上り軒かrc吸ひ込む 若 し中途で吸引を

止め滋はどべサト内の淡が洗Tするが如きことあらff,

I/gyグーPlの沈降物紘増見せ られJk池 波濁する.綻て

かかる場合に止蒋び肪澄It:玉るまで7.fたれrな らぬ
& 不 落 簾 建 議

丁セ トン虎漫故の不粋解竣汝は木紛汲蔽秒である 之

は鰍 こ必埠なきruiり乾煉円･光を行はすに他の肝成合の合

15.r

♂

番
ト

':iF
芋

打
製

･

.!.

1
;
I

.川
1

丑と差引きその美より一穴める 但 し必贋 に頗 じて比7f(不棉解凍速を正先晩知の鴻紙上に炎め或

比丁七 トン娼怒後の沈降物S=建碑と共に玉i既知の小ビーカーにS L緒項鴇集先王の場合と何
棟化成現して舵煉秤丑 し之より細葉丑を差引 く仲1

7'ンモ/枝熊及びカーリ'Hc放ける水不7*兼題泣 (fI溌軌 木瀞及澱粉)は之 を玉書院知

の鳩相中で乾燥力熟して水物及瀬砂を衣fとし,その五tを坪 りたる鎮之をメノー乱鍬こてiYや
加となし珪素錐の虐丸 こ供する

丁ン′キンi一葉中の珠兼技がアルミニウムを以って代用せ られある時は水不溶#建itを並殻で

血ZILアルミ主ウふと港耕 して*Qと漣別し逆波にTyモェ丁水を加へて水引 と丁/,ミニウム

(牡6) 禾扮及花粉の真土は1-タ̂ ･,gt汲iB,1七トン等のJu tJtたる鎌に守はLLる.従って之等のJL
ZUd!て可古銭･7ものはすべて亦均せらい 舟兼ととり書に好irt上,,)いかを云ナ.故は多幸i,ら
斗甘t幹書-汝l=はエ ーナjt･abtEIZ拭 t8Z線FP土せる収上声7k可鮮魚疫分丘特許と基引たるZn は
て末世五井紐 とするがよい



を沈載せしめ史に之を鍵き鼓化丁ルミ壬サムとして定J-するt;よしへ

Ⅱ 栓ダイナマイトの分析法

l 要 F

拭句中の rJGJiニーテJr-とぶて柏出し種誠と乾性沖J:する･次表石和 こある時に乾性凍注

を白金皿にて綻勤J(ヲ7ィ/と共に壮快衣化し,豊巌lこ持群Lたる練丁ンモ主丁水及蕃酸 ア ン
モ壬ウ上とl･1て桔鼓石衣を沈泥せしめ,比の沈澱を讃糾し純薮と以て令解し生じたる甘酸と退

†ンガン校カ･)ウL繰準牧で病愛して表枠石衣に換算する ェータル油的建託より漢攻石火と

娃除すれば .Tl/GのJ:が終られる

水分虎tが J,一校ヂツケークーをJlて別個lこ11ひ.ニーデル可l枠分より水分を力引てX-,GJ:を
3Flylする,

2 分 析 杜 仲

DL ホ 分

地白沢寸的 5gを水分定土用の梓J:掛 =上く残げてfl拝し,維酸デシb･-タ一戸=こ48時

Nl故世Lて再び拝Jlしその棚 と以て排 水令とする

b N/O
奴組妖柑勺10gを杵押して抽出用溝冊に尽しリグクスレ～抽出各を以て約 3時rWェ-チ
ル抽出と行ふ 劫的執 こ放けるエーテルの循環回虫 1時恥 こつき桁L16-7rdたる痔は上妃
の時Ⅶて諌足たる馬具を格る )

央lこ湾甥を引杓げニーテ/-女帝Tせしめた改約 100Jcの弟東掛 Jlで約-1時Ⅶ乾燥し,杜放

TJyヶーター円に放冷したる後環泣t挿JE蛇に捗して拝辞する

托柑 Iは Sg,エーテル抽出鎮まとJlg,水分とnAlとすれば >-Gは束式によMF出
せられる

L'G%-ユool(T +-1･)

○ 淡放石衣(CaCOl)

ェーナJt,机山珠近古白金皿に移し.少J:の光弘Jl'ラフ一ソと以て和し,丁スペスト附合粥上
にて書恥 に加熱ZE火し,飛放せざるやう法潰して懲洪次Iとする 之に純鉄如 ■)5ECを加へて肺

解し,ビーカーに流ひ移し,水を似て約 50ocに結締したる吸.柵丁ソモエア水(12)を加へ

て俺カ.に7･JL･カ･)性とh=し,黙沸しつ 之ゝにE窒鼓アンモJ-ウ上の性別榔托む加-るとILf放石次

が沈泥する.注意しつ1約 It)41rtW 沸して紘沈･Eiを諾糾し=色相を似て碓酸丁ソモLサムを

完全に洗ひi･り,催族石衣の沈滞のみをビーか一中に決ひ話す 之に鎌改 ･15)約 100ccを

初-60～7㌦Cに温め時 現々捜すJt.ば洗液はTT#けて懲娘を遊表すも `･TTl10tl･unO▲用ひてIE配

の輯定を行3. この庶淡く扶tl色を星する軌i･以て完巧1.4とする

chの】t増 子は雌 の 1g分子に将官する 而して7f鮫 の鼓化は 11三CA ⊥0=fr!0+-1CO.I

に上｡._,冒fか こ上って較化される故等-響 -20.01とた柑 I'ゞ10EユInO丘0 1｡eJi

ca.o otIはOC屯 滋紘 CaCO.の 0005001gに将官するをF'Lて泊介せる yllon 【nO●O で亡

'空屯はittLTも襟分析の輸jtAL'た繊 有夫が比果してゐる
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Jiに 0.005801を来ず仙fCACO.の* (Bgとする)が縛られる.総てその首分率注水ズーこ上

り攻められる.

cACM -雪 竿

d JI暮 PJ/C)

銃刑Lトに細 石次と含有せざる吟はニーテJt,抽出球速 (A)をLLて _TI/C土とし.矢上と

含有する時紘 rA -(Ji)と出て .T(C iとする

･Y/C先口雪 些 か 等 ×100

ェⅠⅠ 特捷ダイナマイト及棲ダイナマイトの分析法

l 空 宮

沢村中の N-/Gはェーナルを以て抽出し,凍汝を粧煉押土してエーテル不梓解珪故の合J:む

淡め,女に放線iA曲想ICより碑石と締辞して水不鮮群鎌滋とiPrJL,溝群と珊 乾洞すれば碑

石Jlが縛られる 溝較上の浅近は之t鹿蝕するととなく有性メスシ1)ンダー中にさし丁セトy
と共に瓜止して秘策と措耕し,肝dE後その上澄.派'の一分丑を探 り丁七トンを潤 梯放せしめて

鶴舞を鬼J:する 本朝泉源堺は並か ら井出する

水分礼受紘抹髭デシケータ-tmて別個に行ひ,ニーナル可捨身より水分と差引たる並tぶ

て .1'GJ:上する.

2. 分 析 斗 作

JL 水 分

触 鉄柵 .Flgと水分皮土用の挿Jr坂に珠 中上く現げたる放け持して碓改ヂ･yケータ-内
に 4S時朋故放し,帯び拝暮しその洗托土をELて並*7kJ9Lとする.

b.NJ8

1細 沢料約 10gと捕挿し抽出JTl碓軌 =移しソ クスレー抽出捗に上り約 3時間エーナル

抽出と行ふ (抽出執 こ放けるエーデルの循意rig載1時肌 こつきfe的6-7r4なる時は上妃の
時州で滞足なる縦糸を得る )

ね こ堪稲を州 易げェーテル女帝下せしめた後約 100℃ の請来)谷中で約 2時NI乾娘し,概
数7･-シケーク一円IC敬称したる後球速を拝土瓶 ,llに渉して捕秤する

裸相 戦を Sg.ェーテル軸比l鎌法を Ag,水分Jlと lE96とせば X'lGjE旺次式に上り井出
せ ら)I,ら

･l'/G96-10J-(竿 ･･11)
C 書石(他 tリウ▲)(Ey0.N･Ⅳ0.或は Zh (NOD.)
エ~ナル抽LiI律法ttt-カーに抄し,iF-クス称で書相.に月沈Lhものに約 10℃のikiJ7J
ユ00cct加-,崖控搾しっ l約30分佃放達したる後之を弧丑する 凄汝は横松 の圧点(チ

フ-壬ル丁ミンの故酸捗淡に封する且色炭塵)点きに至る進脚 漣でよく法源し,沫淡は漣
波と合して丑J伽 のEl全血虫はビーカ-姐 て7的 上IC釈 長瀬し,史に1]olcの毒虫浴

tlIで乾放し珪薮デシケーター内に故朴後拝iしてその時の正1増力コを碑石* (Z3g)とする

酸柵カリの代 りに珊殻ソータを代用したる争合の操作は碑改カgのそれと何等菱るところ



中 E71.三井4茶分析法にJlする軒先 198
がなレ､

硝酸.く1)ウムを以て代用したる替合は,水可辞液を250ccのメス7クスコに受け,洗練と

合してJkl.確に 250ccとたし,その 50ccとビベ7トにて ビーカーにtfL,約ユ08ccに曙博

しZt沸する進加鎖して之に維鵬 を満如し雌 ノヾyサムの沈鞍を生成せしめる.この際注意

しつi℡時加もしたる後沈兎の沈降するt持って上泣衣と切落直通し放校に沈JBを温辰 (莱

洋iE択 h'.ISC)上に移し斬 抄を以てよく沈恭し乾燥後正1既知の柑IA4-にて杓もする.諾

紙は可及的社務と分暮して次化したろ後沈毅と合して秤J:する 側念のZi相場Lllの沈弗はiL
鎌取の 1滴を以て流し,徐･tlこ加もして蒸it乾海里に灼黙し,再び坪tして*にi+軟の衣化

に取し鵬 バリウムの-帝が強化バ1)サムIt温元し居 らざるや否やi･戒めるがよい. こ1に

和 らJt.たる柵恨バ1)ウムのjtlZ:コ,ユ198女系-rれば碑酸Jl'リウム (Cg とする)lt挽許され

る

柵石又は席叔Jく1)ウムの百分率は次式に上))井出せられる

K･VO,(-1'nNO･,96-旦苧

Bn,.l･｡,,,%=草 xl｡O

d 斗■ (叫C)

芯吹上の7k不沖AI嬢並抜之t乾蝕せずにそのまilOOccの有栓メスシgンダ-中に移し.
約 00ccの丁七トンと加-て怒捜し,よく奴捜して珠蕪を先金に沖片せしめた る後正確に

100ccに至る迄Ttトンと祁ってよく混合し.一夜以上馳 して不辞材令を沈降せしめる

然る牧ビべ'71t以て上を萩 50ccを血Jt庇知の小ビーカーに採 り,之に約5ccの水を加-刺

火せざるやう,注意しつ1沌浴上で丁七71i,を蒸篭せしめ,最後は10n､Cの蒸気7vS中で約 1

脚 乾性し,枕鮫ヂ-/ケ-ター内に故冷して挿JEL増加及J:の 2倍とLLて輸策士 (.gとする

II,/C96=竿

l). 未申&耶
王-ナJt,抽出嫌iE(A)より碑石 (或は珊鞍バ1)ウ･L)及 ･Ti/Ctを1貞じれ る球jEを以て水

封及澱粉とする

液比y./C定土後の7,-･トン酔柿と沈附 加と共に丑J:妊知の小ビーカー中に移入し,前功
y/C史tの埠合と阿凍TC盛現して樺太 (Eg) し.之1少払薬Aを滅 じて木鈴及井や土を-･欠
む ることも出帝る

木棚 8,56-上土 苧 旦 x100

久抹-苧 ×100

E_旦

或は-一幸 ×100
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ⅠⅤ 特桶ダイナマイ ト長柄ダイナマイ トの分析法

ト 7! i-

洪f･<frl.の _T(:G 姓エーデルを似て抽出し,確証を乾地坪JLしてエーテル不溶解 法の合土と

求め,女に托退油 (約 種o℃)由良を行って礁 丁/辛-ウムを沖挿しLf水不 軽弁才漣と.3別

し,漣舵を一定J:とたし,その通常土上りケルダール法にて丁ン- ニ7'を蒸渦し,之より珊穀
アンモニウムのtを井出する 水不粋僻 汝は乾放することなく井のまl有栓メスシ1)ソダー

小に移し,丁七tンそ加-て故群を辞席し,その上澄誠の-鬼J:上り故策士を求め,*扮及澱

粉はェーテル不溶分合jLより珊酸アンモ三ウム及輪舞J.の差引き残丑を以てする･

水',l鬼かま故酸TJッヶークーにて別侭に行ひ,エーテル可溶分上り水分丑を沓引きたる並を

以て ITJ/G丑とする
2 分 折 操 作

a 水 分

戟叔鉄蹄約 5gを水分定見用の秤Jl枕に珠 り,よく拭げたる後捕拝し,故薮 デシケーター

plに 鵜 時絹放taして再び挿J:し,その誠耗iを以て泣声水分とする

b Ⅳ/O

d加 拭輯約10gを捕挿して抽出用瀬巾に移し,ソ'クスレー抽出器を以て約3時朋 (ェー
テルの循環同姓1時間につき牡ね 8-7rEgたるを卒ナ)ェ-ナJ'/抽出を行ふ 但し洪料吸

薮の廉払ある時柱 60.Cで約6時間乾鎖したる後抽出する

女fZ:淫行を引柏げ工-テルを滴下せしめた後約-50'Cの猟 師 小で約 2時.q7乾捜し,硫酸

デシケーターPll=故冷して球速を押上塔内に移して瑞祥する

探相 打を Sgエーテル抽出拝読を _lg水分を ユ1% とせば rG王女式に上って求められ
る

-Y/G%-100-(A誓 ･nI)

C 柵Eアンモ=ウム (NJZ▲NO.)

=-テル不溶解凍泣(A)&tI-カーに移し,ガラス枠で静かに腰し放した後約 40-Cの敢

注視 ユ00ccを加へ,塵撹枠しっ1約 30分何故促して之を止過する 漣液比 '_700ccのメス

79スコに受け珪汝は柵殻収の反憩無くたるまで鼓温油でよく沈滞し,.洗液は確.lqJと合し常
iaに於て正確に 200ccとなる進水を如ひ,之を水可紳介戚椎とする

碑酸ア/そまサムの皮土は丁ンそこT芥描法に上る 即ち水可溶分原液(特桐は 2如 ,柄

は 20cc)を茅沼フラスコ (内容 800-1000ccの三角フラスコ)に珠 か,茶滑水 50cc及少
土の岱鉄片又は砂を入れゴム栓を奴め追給管により!虫め .TfAOEZSÒ 75ccを士人せる吸収
フラスコに荏複する 吸収7ヲスコはPl客約 200ecあり,外瀬上か綱 し得る枝盛出し旺

く,故に等入管の先矧こ洞斗と附し35% の苛性ソーダ萩約 50ccを入れt･ンチコ クで決

L･ 議滑フラスコを徐々に加熱しその過半まを滑出せば額入管のコ,クを描き,吸収7クス

コを吸引岩ンブに接接し助川⊂吸引しっ1暫時加熱と穏按して凄倒するアンモ-丁を悉く吸
牧フラスコ中に遣る 斯 く'{箕垂幹を田きき 内の酷的 大見出に往せしめた後連接廿を叔 り

外し一管の発意を吸収フクスコ内に沈入し,メチルレ,t･を婚示葉として 1-10 nゞOE を



中村 工井や声分哲蕃kJJすさFF*

∵

/



望巴 火iLAt 鞍 部 Z'セ ガ一8･4■
V 手毎ダイナマイトの分析法

1 事 巨

指挿せる拭斜を60℃ の蒸束浴中で1'15時榊毛捜した後エーテJL,t･以てyGを抽出し.抽
lb液よりェーテJt,を斗散せしめて yTJG を支生し,エーチJL･袖山珪ikはatiA渦瓜理 を行ひ7k可

静分及鎌適に分ける 水可淳液を一定JlとTu.しその一帯よりTJゲTJL,タ法に上tI蔚石を鬼暮し,

他の-輔と探 りN/5】rCllt以て浪定法rtより捕砂tt戒める 7k不溶解凍汝丘iQ荊せる士 i

4l'栓メスシyンダーに8LT七トンと共に盈逢して抽兼を蘇淋し,その一定jtより梯熊を淵史

LTセt,'ン不溶性球故は座談と共に恭敬乾潤し.{乾性押tL之上り拍集の至柵 t･差引いて*81

及最桝 を求める

柵石の代りに功酸ノ.'リサムを任用せる拭料に従っては水可溶淡の一部に桔放酸を加-てパ1)

サムを枚鎌Jく1)ウム上して定J:し之より蹄醍パワウーLに脚 する

遊加水分のみの定見はPl砂Lllの帆l九枚の影響を受けて何れの方法に1るも耕足なる拙兆を柑
JAいので他の成分の合*を100より油じ環りを以て他称の盤暮水分とする
2 分 折 捜 作

A.水 分

木靴抑亡は捕砂を含有するを以て水分庭土は蕉束浴に上る加iA乾醸法,液性硬放デシケー
ターX･く法皇化カJt,シサムデシケーターに上る方法の何れと採用するも給血7kの一杯とも大

ひ (ユb9文金.BU.)jtd輩書水分のみとiRl定することは国井である 故に鞄の成分の含J･t

lOOより汝じたる墓t以て放吟の逝■水分とする.

b ニトl)グリセリン(ZTJO)

救梯洪料約 10gと捕拝して抽出nl漣筒に挿し60●Cの叢兼浴中で約 5椿漉 妹したる筏
ソ,クスレー抽出等をJXて約 3時加工-テル抽出と行ふ 安さフラスコは抽出に先立ち1
め蹄沈此煉しそのZRtを_欠めてせくがよい

抽出彼i2倍を引揚 げェーナJt,女帝下せしめて除去し抽出抄は花の如 く盤正して男尊フクス

コのエーテルを同欲したる後,之に快め瑞製他 称tせる石払小竣 4-5個とh]へ .1'/Gを

石矧 こ細 附升せしめ 60℃ の搬 浴中で約 6時間乾性した後6L酸デシケーター円に一夜

故旺して坪丑し之上少交絡フクスコ及加へた石軌城の正光t波 じて Zl'/G,I (jig)とする

IVG5拒 誓 讐
ポ可蒋分JTSE

エ~ナJt,抽出球速法王-ケルを鎌散せしめて之とど-カーに挿しガラス枠で榊 ,にEL沸し

た後,約 40℃ の離日油100ccを加-鵬 拝しつ 約ゝ30分LW別 Eして遭遇する･堪卵 250cc
のメス7クスコに受け継 は雛1紬をJAて蹄鰍 の丘触 くなるまでよく沃漉し,洗液は汚萩

と合し1IJ必要あらば水を柵ひ常況に放て正#fこ250coとなしJ よく漣合して之 を水可漁舟La

波としこれ上り碑石 (或は碑をJく9ウム)及蘭砂の鬼土と行3..
0 帝石 (KNO.才は ZVLⅣ0.)

碑石の真土G･.TJヴ,I,ダ法或LiJL･ンゲの主菜抑 Z=1る TJヴTJL,タ法は女の如 く洩作す.即ち

水可辞令鵬-tJ50ccをケルタールの丁/モ二7謙滑7クスコ(～ 6呑.m)に採 け ルコール5C..

35%野性.}一稚 く苛性力柁 附 け る場合は此の方がよい)50cc及ヂグγルグ合金末3gS=



j i

加-,71め N/107T串0-75ccをJt入せる吸収 7クスコに手早 く僻 ナ･寸時にして長句は篭
り柵 と共に泡淡と生する 徐 々に加斗 して的30分liFE煮ifp蒸潤 してフクスコの円客的 70ccと

滑Ellせ しめ,放牧の救命抑止鴫 尊 t伽 ,せ攻鞍を入れた洗幕板 と亜 して盗泉を選 り菅生 T y
キATの轟 くと吸牝 7クスコ小に年 Î+る 以TJV 駒ダイナマイ ト1.の ･TfEJ'0'の定t法
JC托ひ拙作 して通例の yIlrI】I.SO.セ逆承愛 し唖生せる丁ソモ>丁に上って 中和 せ られ た

叩 0fIrq0.の (･eJiと凍め (同一捗件の下に茎浜島を試み必葬あらば柚正する･ 之に 01IIO
ll】(_Tf.lX'0.の場合は0.00S501)を東 じて碑石iB,井出する そのtと Kgとすれば百分や

はま式に1つてgF桝せ られる

硝排 撃

Jt,ソゲ中瀬叶に上る碑石の兄先払攻の如 く操作する

epも7k可溶分は淡 ･10ccを小哨各界rt探 I)渉浴上で ]cc

以下となる迄iA耕 して旬来計のカ ブIZ:移し室束の入ら
ぬ放注安 してLi庶管内1こ入)僻 放免来朴のカ.'プ払渡

it叔 (比成 lS4)約 20tct以て1く洗液 してが缶管内

に移す 約 3Ot)岡dJしく挽也すれば珊石比次 の長春式

に示1如くi37こせ らLlて .TI0 ガスを宅生するI

･lIこⅣ0,+flJlg+4ll逓0.=札r20+1くさ0●+3甘g三SO.
+2ゞ 0

2y･AX･0■ユ脚g+411=SOl≡4ガ,0+EzSOl+3JJgfSÒ
+2.TT0

反さ作の水銀雨を束彪管のそれより漁舟高 く保持 してi')
30分関金tAに故せせる後反鼓管と兼上菅 の 水銀両を-

致 させて矢のZPI責 を行ひ次J:によって也串状態rt焚ける

NOガスの容tXV.と井出する.

Li鹿骨に放ける ジ0 ガスの ec赦
畠7A(ぐ)

大袋出 (Ill"I)(iA庇更正を垂ナ)

放叔及鎌厳水銀の鼻する瓜IJ)(]-tJ..)

ik.こL･=一撃 に上り3F的する.
h王政俊見放鮫水銀混合淡の高 さ (Tmll)

r_同上の平均比定 (脚 す可卓も牡が gPl外)

Ll.=7k仇の比武 (13595)

＼･≡＼'朽Jl-P)×273
7LIOx(273十t)

戊息甘円のガス腰を大東鮭と千両せしめてガス各駅

沸見せる時は上式は攻の如 くなる
■
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V･-7:0-xx(:7X32.7:,
従って毛辞邸欣袋に放ける _TI0 ガス 1モルの各班i･22393ccとすれば 0ゞガスIccはK:ilo.r

の 0.00jS】5g或は _q'aX10,の 0003796gに帝食するを以て碑石土に女式に上って井出せら礼

瓦ITO.(lT'tlrO一)形≡
ooぐ4Ln5(郎 0005796)Xrox等

d 帝だIqIウム(Ba(ZqO.)i)

珊酸J{リ,L/ムの定見は碓放'(1)サムとして行ふ 即ち水印*分即披80ccをtt'ペ,トにてビー

カーに採 り之に約 50cLLの蒸轍水を加へて腐印し沸封近くまで加出して之に控挿しつ 1綿雑穀

を鞠下し硫酸.く.)サムの沈澱を生成せしめる 牲怒しっ 1呼時加熱したる後沈於の沈降するを

杓って上丘状を将泊池過し放校に沈減を減耗 (TJと祥IbB紙 To5C')上に移し鉄損をJILで沈淋し乾

煉7真相堀中で灼熱する 此の際漣蚊は可及的沈澱と分Aして叔化せる後沈澱と合して約分狩生

する 1･]･1盆の鳥相渦中の沈双はfa硫酸の 1-2靖を以て潤し徐々に加熱して諾敬乾潤度に灼熱

鮮*して弗に控耗衣化の原錐腔J,'T)ウ人の一帯が位化J:I)ウムに退元し居らざるや香やを娘す

るがよい.滋に得られたる軟便J<リウムの丑に 11194を菜じ疎放ノく.)ウi-に換算する.その

Jlを 77gとすiTJぎB爪(}'0暮)ZのEE分率は女式から求めら41る

凱 L1191-管 -等語 である･

,A(i-..､,%-誓 ×100

○ 硬軟ITa.BtO,log_O)

f7:砂の兄兼は池定紋による 即ち水可溶分L払超5eccをど-カーに斡 ))メチルオレンゲlを
指//項 として1,5}rClを以て親愛する･液定:LiPt,-に放ける理色は相不明際であるから同社の
ど-カーに伺主の拭軒並に綿示秦を祓加して旺き裂色度の比授t･行ひ錬かに赤空したる鮎を以

て以外とする.

･Vzl'Ti-OT+-'ⅡCl+5工lt0=2YnCl+川 .tiO,により1'/5ECllの 1ccは _TIaTB.OTIO机0の

0038L14gに何首するを以て叩砂の倉並 (Eg)は蛭紋の研礎丑 rcc,そのJ)JJtF 上り次式に
上つて井出廿らi1る

003514- ×Fx%0-r= 1-･.- lot,=0%-吾 xlOO
l 称 i(叫C)

水可溶分を渦糾せる遵庶上の球並は之を乾燥せずそのま日 00ccの有給メスシyング ー中

に移し(Ill)津ダイナマイト中の払兼定i掛 こ徒UL改作して抽帝t G を求-L,

r/ch'-雪 竺

'02qtT̂ ･,-I_蒋汝
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8本扮点it扮
鵡集鬼jtに用ひた前項メスシリンダー内の丁セト/i*淋 王沈降物と共にその生鮮を韮i珪知

の小ビ~カ~に辞し･少丑の7-tトン紬 てよく法人し約 5ccの7k坤 へ引火そざるそう泣き

しっ17抄l祥上でT七トVを蒸曹せしめ,yiに100℃ の炭末浴中で約2時桝乾燥後続較デシ9-

-ク-内I⊂汝冷して符*しその増加笠1 11●官より凍存せる稲帝モGPZを差引たる凍 りをElて
*瀞及澱伊具とする

"･h Lミ

木扮及W l%-｢ ぎ二 x100

VI 白梅ダイナマイト及硝安ダイナマイトの分析法

Tl.要 E'

飲料中の -I(IGはエーテルを以て柵出し珪淀と乾燥秤Jtしてエーナル不摘席塵淀の含土と一た

め薮に撤退7集成理を行ひ珊較丁ンモ主*/ム及食旗を擦解し水不溶解凍並と漣糾し溝,L紘 一安来

とたしその~布を探 り丁ンモ主丁煮滑法に上り棉醍アンモーー-サムの含東を収め,他の一部より

功酸釣艶藤松 JJ･て競走法に上り食BLを安東する 水不時解凍敵 城 壌することたく共の まi

有栓メスシ1)ンダー中に移し7lt'トンと共1E致せして植兼を溶耕し群缶してその上澄液の一定

･士を探って払熊を定暮し木撒及載掛はェーナル不捧原資並の合方から帝政Tyモ壬サム,食望

及抱考の含まと差引いた韓を以てする

水み定立は放改デシケーターを以て別称こ行仏文エーテ ,̂可溶分より水分丑を菱引vL九重を

以て L'/G生とする.
2 分 折 捷 作

a.水 分

甘食桓拭料的 5gを:水分丘t用の秤A枕に稔 りよく預けて輔挿し挑鼓デシケーター内Lこ48

時間放思してTlび押立しその漉搾丑と以て避妊水分とする

b_ニトログl)セリン(N/a)

黙秘拭料約 10gを大型坪土瓶を用UL正丑故知の抽糾用瀬材に柵挿し,吸靖の萩山ある時ri

60oCの罪束浴中で約 5時棚 乞煉した彼ソックスレー抽出着装を以って約 3時Nlエーテル州上l
を行ふ 次に港間を引揚げエーテルを濁~Fせし払た後約 60℃ の雑新 鮮llで約 2時間位燦

し跳釈デシケーク-PIFこ放冷し,大型Rt五枚を用ひて油田共に相克してエーテル不溶和雄泣

(.1g)を一失める 採取釈料 Sg, 水分 ･1196よ少y/G丑性欲の式から井出される

-1･/a罪-100一(豊 川)
ホ可平分Jt.Jg

ェーナル袖山球速をど-カーに移し([17:iiダイナマイ トはガウス陣で辞かIT漉 し折した後)節

40℃ のZk注油 ユ00ccを加-出捷拝しつl約 30分間放正して之と遠退する

漣波ri250ccのメスフクスコに受け捷濠は故iA泊をJJLてよく洗淋し洗淡は逆浪と合し肘必準

ぁらば水を補って常iAIC･五秒 こ'jOceとなし,よく混合して之と水可解分原分･Yt-とし舟から
柵酸Tyモ三ウム及安生の真土を行]･･
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C 打たアンモニウム (mJ.ZIO.)

柵酸アンモエウ上の史J:はアンモ三丁謙治法lこよる eL)ち水可溶分尻軽の一見t (白むダイ
ナマイTL丘50cc,材質か ナマイトは IL5ce)をビペヶトで.帯滑フラスコに探 り,吸収7クスコ

には r/19正三S0-100ccと1人し以JflY編ダイナマイ 川 -の柵 粒 アンモニウム貞jL法に従
って振作し笥生丁ソモlTによって中和せられた y/10Ⅱ,SO.の C亡薮 E)を求め女式に上っ

て .YIl.h'0.の克 く】jg)を井出する 載E=000S00鳩 は N/10lr,SO.1ccに王手するLIDJIOL
の禽J:である

o008018XEx志 - A ML･･l '0 暮%-旦票
d 書 妊(ZqaCl)

食窪の虎魚は約度法による 即ち水可検分IR-711の-虎魚 (白粘ダイナマイ トは 10cc,硝安
ダイナ1･イトは 25cc)と約 200ccの三1tJフラスコに採 り3yE耐水を似て約 50ccに椅辞 し中性
に放てクT7ム蔽カ1)サム液を指示策とし _TT/10Jlgh'0.を似て蝿定する 舶洩しっ1軌定を行

cL乳白色の浮薄が硝酸叔淡のユ柿に上り軟赤禍色を量するに至る世と以て満足限界とする
X'IIOAgl.0,の 1ccは ･TIaClの 0008846gに縮合するをBLて矧 こ渦焚せる ITIIJOLlg,TIO,
のcc穀と V としそのノ)Otを F とすれば食星7)合点liは次の式か ら算出せ られる

0005518XVxFx石 器 面 -E X'qC･新 星誓

e 暮l 芳 (yJC)

水可i#分を法則せる逆攻上の枝並は之を乾燥するこよなくその士i100ccの有栓 メスシ1)

ノダーtTlに彰し (IT【)線ダイナマイト中の税雛 *法に従って後作し為棄土 (Gg)を求ゎる.

N-/C雛 等
1. 本扮長和

エーテル抽出珠辻A上り珊奴アンモAウ上,舎監及輪罪点を減じた嬢 柁 以て*粉及救助11

とする (或は (Ill)像ダイナマイト中の&瀞及澱軌定t法に従uL株作してその蛋兼を一定めて
I.よい )

VII l敬碑棄権秦の分析法

1 姿 E･

統制中の r/G及ニトplFi香址はニーチJLを以て抽出し,凍証を他 称j[してエーテル不鮮

帯環証の合点を伽 ,攻に琴也油虫理を行ひ水可辞任鮒 を涛和して水不溶解凍証と鵡別し,

iC･tは 一定tとtiL･その一部から7ンモ ;7- 鼓に上って稗酸7ンモユウムの合jFを軸 ,

他の一鉢から碑熊銀塊褒状は て構定法に上って東亜を定J:する 無水簸成ソーダの存在する

時は更に他の一部に泉北バT)サム鯨波を加へて碓較Jl･yウム上して膿 攻を瀦定し之より捷鹸
ソーダの含文を井出する.

水不7春鵬 軌 土乾煉することなくその.-1有栓メスシ サンダー中に移しアセトンと共に組

して鞄集を耕 し上封 の一皮土から- iを淡め,米粉及相 法エーテル不綿 軸 の合J:

よ畑 庶71./モニケム･先払 杜俊ソーダ及投薬の合iを盤引いた様tを似てする.
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･T</Gr及まいzyi香熊の令書は夷の如く行ふ.即ちエーテル抽出紋か らエーテルを同牧した

挨練達を水防鮫を以て 50ccのメスフケスフ中に完垂に沈入し史lこ氷舟鮫を以て正確に 50cc

とする･ビJlI トでその 5tcと探 り洪妊ガスの東洗中で包皮故知のZl化好一蜘 及亜炭を

以て ･1'/Gを温元し,通解の第-鍵を迫-7ソガン酸カgウムのeI轍 で迎滴愛してBE化第-練

の杓焚jtから /ゞGtと攻める.ヂ壬IELナフタサンはニーナル可鮮分の合よから3.-/G及水谷
を沖じた珪 りをBLてL,水分克tは鎌取デシケーター内で別僻に行ふ

.2 分 折 操 作
zt 水 分

粉末献料約 6gを水分定魚用梓果瓶に探 りよく頒げた彼輔挿し秋駿 TJ･lケークーPllこ48時

IIIJ放班して押び押jEしその減事宅丑を以て迎座水分とする

b N/B&ニトロ芳書諌

粉末鉄損約 10gを大型界点瓶と用ひて正真既知の抽郎 f欄 間に相称L,吸軸の疑 ひある時

は 80lcの恭兼浴中で約5時間乾銀した後ソ'クスt,-hbILl博 とLLて約3時側 (漣筒中のエ

ーデルに Oy.T(の蔚色を認めざる迄)ェーテル仙Jiを行ふ.女に護符を引椅げェーテJt･を満

下せLやた後約 80Dcの蒸束浴qlで F'一時帆乾決して碇較デyケークー内に故冷し,大型称土瓶
t用ひて法相 井秤tLェーテル不締相 法(A)を求める.珠呪拭手相 Sg,水分を 蛸 と
すれば /ゞ(;及三日7芳香族の合真比攻の式から井出せられる

L･LG･Dylf(D･- A,=100-(響 ･ユ【)

■
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.Tt-/G及 ニ トtlヲ捕 朕の舟艇 は攻の如 く行ふ 即ち沌筒 を除 きたる抽出界 紘 そ の ま1元の如
く装思 してエーテルの全市 を回収する 7ヲスコ円の韓証 (.TI/G及 D-TTL-)には少食の氷庶毅

を加へて1*倒 (D:ヾy は玩=垂には1省けない) し 50ccのメスフラスコ中に氷酪 酸を以て完全に

沈入する 淀に水村殻 を加-て正確に 50ccとた し上く混合する 遭充用 フラスコに約 5分間

洪酸ガスl)を通じて完全に騎乗と5g蓮 した彼(崇敬ガスは滴定終了迄縫 えず適 して鑑 く)(-)め

ガヲス管 を除 き比の孔か ら別科の氷耐酸線状 三cc及 ユI'の硬化郡一銭溶'貯)5ccを夫 々ピ-'

,トを以 て正紗 こ見入し皮1C贋を (1.1)10ccを加へ伸び (-)のガラス管を取付 ナ丁スペス ト

ィ.】金網上に乗せ静かに加熱する 潜時にして液 はt仏祖色となるが訣節に♯禍 色に繁る 盛砂鮎近

くで 10分慨加熱 (乾洞する程火力を強 くしては DXT_TIが分解する) した後 加 熱 を止 め冷却

彼 (ノ､)のガラス管を除き碗鼓 マンガン鰍 rP'約 10ccを加へ池刺 の 盤 化 罪-銀 を -Tl/10

1ulnO.液で迎滴尭する 掛 まテ臣色してゐる故滴点の払出は棉不明瞭であるが示指蕪 としてデ

フl主ル7 ミ/の離散捧液 (1%)3-4滴を滴定の粒部近 くに 至って加- ると比較的明断に判

別することが的雑る 安来に上って第-班の酸化されるのを防 ぐために鮭始洪怒 ガスを通 じつ

1牙絵 を行ふべきことは勿給である

約才モせ られた h'AOKMnO.をVecとし,同一促件のT に行ひた る室釈投に放て滑載せ

られたそれを V'ccとすれば供洪溶液5cc中の /ゞCiの還元に泊堆せ られた罪一鰍 こ相思する

ITi/10】illnO.丑は V′-Vccとなる 従て _lT/10FeC】=(=Y/10111【zlO.)1ccに上って退元

せ られる Lr/G蒼を 0002523g-' とすれば釈村中に含 まれる X-/G 丑は次の式か ら井出せ られ

る 壬生に 111は使用せる Klf)10.悼舵のjl僻である

_yp9610･00W x(V二~V)XF叫 Bx100

1) 顔浪ガ スは+ッブの義だk上?大切石及空転から壬乏し炎の洗牡をiZlして完全にBE兼を除して用ひる.
匝8■Ilの(イ)F=は 16% 三度化ナタン砕波16cc托 20%jt匡 SOcc及20ク古物脱炭ソーダ杯蔽4むC
を加じたものを入れ,('')Kは市野7kを入れるー
2)hT/1FoC】±静群を翁するkは戯扮肋 30gをSO伽Cの三角フクスコに凍 り温良較約 100ccを加へ細い
廿クス廿を附したコ/.ク故と注す 辰也が鋳るのを待ってその*_i7スべスr付金和上に兼せ瀬か托加

然して完益た梓如する･新し見放が不慮の呼は少しく1mふがよい これを釣 300ccの洗浄?J'で席挿し
て取引鵡魁に上り手早く漣過して不純砂を分BL粂土をkJ600ccとなしは色就中は毛なして茅へる

良化群一億落款Fl横化されあいので之がカfEZc>決定は次の如く行ふがよい 印もJtの啓汝のみたつや頓

定を行rtナして宋fa托先立ち強めN/GDIT(hT旺合拭称flの h-/G先王とゑ(T,･1一俵件の下に(村瀬停
汝の代目こ氷雨RU='けなJf7ふる蜘 視 るのrJ)蛙作して臭化耕一名落款は封ナる即Oに.tl】10▲の織女
丑を求めて軟く 斯くしてLtの男幹也と孝雄 との析史上の造化洩yyU-/硬カy溶液のカ何 を禁じ
て油井轍 を凍trるが状利であろ

漂BEを約 1N tしたのは h'/10の如軽舟祥辞液では還元力が不充分だからである. その土をbccと
せるIf規Li上の必安まより釣 2倍以上多く用ひる必安があるからである

3) 郎~ALIlのB相 称乾を迎JYン廿ン駁カyを以て接見する時は過yyか./野かJの一部は盟転k上って

分解せられる放これがBB止kは遊相のマンガンイオン蛸 雀托於で行ふ必要が ある･兜の別紙 は-

hh=次の港評を4吐 1gはつき釣 6ccの糾合で血へれば上∨･.VnSOl叫 067gをB:光 一T瑚 鞍
1131kc及JtZRl劇 の破酸 13ccIこ落解しI'Ft水を加-て粂丑を ユ00ccとする.

蜘 こ加-た沸かは液史に上ってA=する耕二色と作用して賃ZW 二鎖とTL))農牝解=鎖の色を肺尖せし
め満足の港おを卯幹F=ナるためである

4)lOi'<ZrlO行月歩月‡
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ホ可;書分JP

エーTル軸比l妃 とど-カー.こtlL諾軌 i約 40℃ の鞍iE油を以てビーカー巾によく沃ひ込

み丈に故iAT畔日00ccと加-足投押しつつ的 30分湘改正して之を浅近する 濯掛ミ250cc
のメスフラスコ中に受け珪滋は女iA油を以てよく決准しま淡は逆洗と合し613g二幸あらrf水t佃

ひ甫泡に放て正確に 250ccとなし.よく混合して之を水可持分TEr枕とし丑 1り併設丁ソそよ

サム,食掛 水攻鼓./-ダの文tを行ふ

C 椎 アンモ=ウ▲CEm.Z70.)

碕殻アンモ･Lウムの定点r王アンモ三丁苅脚法に上る 即ち水可節介原液 '_'0代 をビベ,トと

Blて燕滑7クスコに裸 ))吸収ブタスコには,:TIO正$0.10h を1人し以下 lV)桶ダイナ

マイTlrlの碑酸丁ンモ･1ウム虎t路に稚叫引乍し戦 生アン･モ主丁に上ってLl,fFLせられた .Ttl/10

Ⅰ[,SO.の cc勲Bを求め攻式にJ:つて yT汀.YO▲の丑 D と算 出 す る 紗こ000SOtH8枚
_TTIIO】I.SO.1ccに封Tる 31封._TI0.の省Iである

"os- 畑 ×晋 -D -～-- OL%-響

d 暮 ■(ⅣACl)

食圧の史tは摘厳封とiFJi定法に上る.即ち水甘酸分原瀬 2.3ccをビペ,トをJlて 200ccの三角

フクスコに採り/Yl)積算ダイナマイト中の食BEjei淳に縫って枚作し,-T(lL)AgLl0,の所

要を Vccと淡め之上り女式.こよって食iの含J:Kを井出する.丑l=0005SJOは-TOO･lgy0-

1ccに封する :(8C)の常J;,F は :H O_lg.T(0.のJJ61である･

0005516XVxFxjiO-E hCl%-響'_75

e. 書*姐 l/-g(yL_50.I

無水放放ソータの定tは盈土地に上り錬成バ1)サムとL'<市ふ･即ち水可拝命Lq衣 ユOtJccと
どべ,トをLLてビーカーに探 り,J･*のBE枚t･加-て硬性とTxL沸鮎近くまで加iAL凍拝しなが

ら之に 5%'のBE促バリウム削 tと少*光榊連射に加へ味を.く1)ウふと沈 再せ しめ注意しつl

懲時加熱した後沈激の沈降-11る糾 ‡ってJ一位状を帆包漣過し食掛これ減を碓統 (東沖連統 yo

5C)上に移しJl･少サム攻の反如 きに至る士で戦渦を以て洗汝し以下tJIJ)終ダイナマイト中

の柵放バリウム定大津に従ってや作し縛られた礁較バリウムのJ-に 00081を乗じて無水ii酸

ソ-タの井 】̀j)に挽射 る - 06084-宅急 -慧 …である

_1-aJS..%-撃 ×16｡

I. al■(刊JC)

水可軒的 漣削せる逆転上の珠i如 之と乾性-rることなくそのまゝ100ccの葡栓 メスシt)
ン〆_中に抄し (JII 昏ダイナーイト中の輪集史書法に従ひ攻作LIe払集t (Gi)を攻める

-yc雛 等

■. 事PBAJ79

ェ_ナル抽出浅丘 ^ 上り甜叔7 ニ′モiウム,生乳 無水壌較リーダ及輸策の含まを叔じた
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棟 ))を11て木舟及最初Jとする (滋は (IIJ)捜ダイナマイトLPの木粉及沌甘受t放け'_従って

凍作しその笠jLを求みてもよい )

Vコ1 2栽蒲安僻 の分析法

1 7: i

戎14巾のェ い,Y,満 鉄吐ニーナルi･以て抽出し残誠と舵確拝Jlしてエーデル不辞林珪法の合
tを求め,攻にZkiE溶出也を行ひJk可沖&.牡期を沖tltLiを建汝と逆糾し,ぜ練を一文Aとな
しその一鉢からアンモAT蒸渦泌 こ上って碑穀7-:/モzLI/ふと鬼JEL,他の-部から碑粗 放

丘状をILlて渦定法に上))食BFのtと求める ニーナルイ､赫群球速の合tか ら冊薮アン･モlウ上
井食空の部を生し引けば木幼及花粉tである

水令兄Aは鎌酸デシケーターF71でbl日岡に行ひ,王-Tル可溶分から水分*を老し引けば･hト

t･yJ市政の太が収められる.

2 分 折 操 作

8 水 分

81人穴柵 5gを水分定土用沖t牧に探 り上く講げて捕拝し放校1J'シケークー内に 15時Ⅵ

故思しjVび印*しその鵬 tをJlて港書水分とする.

b ニトEZ芳相

場末次鞘 】ユOg を大Ey挿t艶を用ひて正jLet知のld的JW荘筒に捕拝し敬逢してわる疑ひあ

るものは 60℃ の蒸気浴中で約 5時舵 燥した後 ノ タスレー抽出辞を以 て約 3時刊 (溝

筒中のェーテルに T)ry の好色とiきめざる迄)エーチ ,̂鵬出と行j･ 女に猪狩と引掃けエ

ーナルを満 下 せ しめたfy.'JSO~Cの諾束硲中IE-2時間乾性 し噛 TJシケ-クー内に放冷

L大確待暮牧を以てi162L共'こ押J:して之か ら混沌の衣暮t純でLLばニーナル不持#建証 .1)
が.欠められる

抽出為は溝筒を入れることなく元の如 く丑正して受払フラスコのェ-デル を同叱 するが上

ヽヽ

托糊 付を Sg,水分とll5b'上すればユト7)プ前掛 土攻の式か ら北衿られる

-… 捕 鵬 -100-(誓 望+ユリ
ホ可;■分戯

エーデル袖山球故から水可溶性脚 の溶出旺 (VJIZ)1坂根安緑葉のそれに準 じて挽作し水
可溶分LCr鞭 250ccとたし之上))柵鼓丁ン･モェウム及食牡の走Jlを行ふ.
C. 棚 アンモニウム(yZZ.NO.J
柵放丁ン･{-ユウムの兄か 土アンモニ丁貰増法に上る 打ち水可Z紬 原状 25ccをビベ,トを
以て石村" スコに珠 〇･吸収フラスコに比 >'1101ゴ:SO･ユ00eeを土 人し,以下 (lY)*ダ

イナマイト中の碑塵丁ンモまT)ム見出 に従って射 乍L着生TンそこTJ:上って中和せられ

たrユOEzSO･の ee薮Eと一未払夫の式に上って ･T相 .ゞ0,のJlDを井出する.虫に000s
OOjbは VIOZT,SO一ユccに封する rJ.YO.の首tである.

00060048XE瑠 -D -l'H･汀0･X-DiiLLOO
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dQ暮 tiPhCJ)

食*のRjLrTJ.鈴鹿銀槻 法に上る 即ち水可辞分庶攻 2~ecをビベ'トをLLて 200ccの三角
フヲス7に探りLyt 硫安ダイナマイTL中の倉皇■定i法I=rtつて嫌作し :<'10 ĝy0,の野

卑J:lrccを_tR抄欠の式から余生の含tをr･出する 糞に 000LS46は V10 ĝI10暮leeに
聖J十る _T<Llぐlの昔A.Fは X'ユ0_lg_TIO,の))6tである

0,0弘.6x､-xFx% 0-･t IY･lCllb,-T oo

+ +hAJtPB

エーナルh地 建淀 A 上り柵殻71ン･モlウム l)及倉牡 E の和を丑引いた残 ))を以て-1､秒

及稚瀞jrとする

ⅠⅩ 7ンモン炸薬の分析法

1畢 B
訳書l中の与ト｡1J香棟は三-テルを以て抽出し韓睦を乾燥押tして王-Tル不拍滞積証の合
*を.Rめ攻に恥17B鵜32を号fひ摘酸丁ンそこウムき溶解淫!IJL.漣iftは 一定tとたしその一応
を探 りIT./モ･iT才漕法によって珊鮫丁ニ′モI-サムを安生する 7k不ir,片鎌泣沈一月.之を鹿惟

灼勃して水耕及煮鞍を攻化せしめた徒珠未練をまたカルソウム及BE化丁ンモエウJ.の鮮魚合冊

をLLて加齢 群L,女に生長及通性兼俊を以て虎理して珪素及托今と定tして珪兼接のJ:と求
.J-J-
ェーナル不淋群建議の魯文より何奴丁ンモ三ウム及托洩鍵の和i･淡 じて本件及鞍81先立等也
する

水分文tは牡鹿デシケーターPlで牡tkしその蹴 tを以てし,壬トt')1席盤丘エーデル可Tf;
舟か ら7k分を淡 L:た錘 わを以てする.

珠東PRの代 いこ丁/-ミュウムと代用してある喝合法7k不擦簡捷誠とtf-カーlこ流入し維生酸

を加へてTJL･ミ-ウ上を港解し*粉と粗方IJして遵淡に丁ンモニ丁水を加-丁ルカ1)任となし生

じた水酸化丁ルミ主り･iri骨法に従って鬼jtL木瀞及澱掛主義から,ためる･

2 分 析 株 作

a * 分

瀞Jはt柵 5g を水分走t用frtJ.牧rc探 りよく拭げた改相称LF雌 デシケーター内に 1S時
rMR(想してPfび吊､tしその波粍J-をJ･Lて泌♯水分とする･
b. =トE)芳書族

旬日8t棚 JOgを大宅拝t牧と用ひIC刑 :色軸-の柚糾用郡 に附 し,(YllI)2:鮒 LR姓_ 一l

XrI-のニトロ万有扶定t法に待ひ卿 -してエ-テル不沖解珪詮の合tA及エい 7J軸 のJ:

を求める.1日i水分の%である･

∴ ぅプ省緋 100-(主苧 十,L)

C.輔 アンモニウム(NE.FO,)

ェーT,L不梓帯環汝丘 VII)ユ鼓柵資性集の項に記鞍せる方ulこ待って披作し水可終骨ば
推 ･BOceとなし,之上け /辛-丁鮒 服 lこ上って碑鮫7yモユサムの史tと行ふ 即ちそ



ele 火轟 協 骨 牡 恭 5容 群3･l班

の '25ccなどペ,トを以て読榊 フラスコrこ探 り,吸牧フラス三には y/10FとSO･ユ00ccを丑

入し以下 (l¥)桐ダイナマイト中の硝酸アン･モこ.I/ム丘丑淡に従って艶作し菅生7':/モエア

に.tってtl･和せられた Y/10ⅠⅠ竺SO.の cc穀 E を_Rめ次の式から -i-iZ.TO.の土 J)を井

出する 滋に 00OSOO48は ITnOF･LSO一ユcL･に封する yll▲1-0｡の笛意にして F は -N/10

方ゴSÒ のJ)慣であろ

0008001SxExFx晋 -D m.ll-0･%GPiFo

J 珪 東 経■

水不溶解凍故を乾棟 し互i晩知の榊 員FL_杉 し於焼灼赦して木幼及澱粉を先生に教化'し一且
帝救して的敗残泣lVを淡めて怒 く この錦ikをメ/一乳鉢に移 し微粉環と7Lしその03～05g

(王)を精挿し,之を律粉末とせる洪穀カル/ウ上の約 1.-,倍丑と共に二ヮb'ル相場に移し,史

に 叩)約2倍丑に祁思する巣佑アンモ三ウふを加-i-く況和し功浴せざる持慶の小泊 (叔初
か ら強勃すると内解物が柳 ALこ絶材する)を以て約 10分FM加熱してア/モ-7'を吸殻せし
め, 攻にマ･,フルhzB中で妖粥に火点を砺め約 L'0分WlBt勲する 冷却後特捜塊をビーカーに

移し赦 ccの温水を加-て加温し鞄塊をhliL柵恥 こ附耕 した部分は可及的少丑の温水及碓

BE酸でよく洗渡してビ-カー中に泣き入れ泣旦攻 Ii0-30ccを加-題来宅内の砂浴_とで■耗i

が10-15ccとなる迄瓜鮒せる後之に 60--7096の過襲来鹸約 120-25cciJ加-時計皿を以て

埋仏加紫を噂鎖し盛んに自柵を哉生し液が綿状となるを以てER庶とし (乾脚すると沈澱が漫

j且し稚 くなる)之を冷却 して托鎌校 (13)50ccを加へ雄分を溶解し直ちに傾泣沈に依って

iIEiaする 渦紋はIiI乙津漕統 :<05Bがよい 漣紙上に移 した放散はTa増豊松 (110)を以 て

銭イオンの無 くなる迄沈推し (沈770上沼枚と合して錐の定井に供す)-).にra水を以て厘親イ
オンの無 くなる遥洗ひ沈腰は渚紙と炎に託生故知のr=f金印lAに渉 し7'スベスト附金柄上で徐
Aに加熱乾性した磯渡折を注悪して衣化し位後に的額して禅丑し速較丑を〉ため之に 0118932

を乗 じて放流の丑を井出ナ

珪索控rf,の親分の先立は掛 こ珪酸を.W lJせる硬練にアンJE-エア水を加へ威かに丁ルカ 1)性

となしポ沸して生 じたる放散他出の沈澱を帆に油通しTfiyibを以てよくl射諌した後証丑故知の

砲穀輔喝中で灼熱LFe,0,として秤量 しそのJh丑に 06994を東 じて盟介 F を求める.

qlくして釈料中の珠窮地の見(Q)は次の式に伏つ.{芽出せられる

･瓦+∫.)×--E-Q 瑚 銀%-旦誓

''過槻 酸虎 視にEyL1la触欄 入する時は薙数する虞Lt,がある故木扮ゑ澱粉の東北に際 して茨業噂の炎
らぬ及.3(抜作叫こイr故地が出入せざる凍特k法貨せねばならない
+建兼銀の全土

水可辞世成分を漣即し1=類7fEから逢封鎖を定兼するFこ舟p之を拙 既知ED州梢中で禾舶 横地茨化し
て珪兼銭の朱を淡t/るカ法は灼掛て上る珪済鎖のS!化五木身上p凍る次分布の彰琴lこ上り可成少の盃*
甘加を兼ナ(水溶･pの友分2相 兼良の灼射こ上る影軌 連発奴及木材,,起せ鶴を灼乱せる省令の形容托つ
∨て実超せる払発はB級 のiZlりである)故iE碍なる汝集は期待し妊い,

知 者血樹舶 以てEi解し･甘汝kより幾許盈載分を先主する加か士榊伊瀕にして此牧的長時Nli･菜
ナるを以てこlkは本文妃軟の如き冶乱乗鞍を〝ふる方飯を簸朋した･このカ鼓でXJlを耳かたるrE比較
的過く辞もA治具を御 た.
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8 7IL･ミニウ▲ (Al)

珠ま止の代りに丁′シミLウAを代用した洪締結水不持#球淀をビーカーに沈ひ移し侍jF故を
加へてTJL,ミュウムを辞解して棚 と姥糾し,津か 三250ccのメス7クスコに受け読解と合

して正弘 こ250ecとする ビベ トをSlてその 2ト 50ccをビーカーに探 り水 洲 ccと加へ

て略付し之に7'ン･モ土丁水 (11)を岱かに珊 加へてTJ,-カrJ性となし7k硬化丁,L･ミ_ウ

上川 汚せLP'J5秒せる逆境片と共一こせ時点沸して有故する 沈鞍の沈降するを持って吋港

班によは 過沈放した技生来馴 Lでセ壌し,茶太鼓知の称鳩を以て初めが く長勤 ま親裁し

て 叫 O'上なし冷複印J:して之よりLu のtと算出する 即ち綿状の搾取J:と Ⅹecと L

之上目斗られ九 ･lIjOlの亙書とZgとせば訳解中の ･11の盲分*r上次のか lら}ためられる.

姓に 0530331iLu20,中の Alの合有辞である

2;xO53033×_2iO

Al%= S = ×10O

l ホtBaJlや

エーTル不鮮群種汝から珊殻7'ン･モ主サム及珪顛雄 (或は7ルミェサム)の和を丑し引いた

球 1)を1.1て*81及燕81Fとする.

五 泉弔カー1Jット及紫J!力- リットの分析法

1 事 P

試iHlのZl油はェーデルをLLて鵜川.し珠淀を在校拝呈してエーテル不淋片鎌誰の合土を.求め
夷に退T4純 理を行ひ過gE兼任丁ン･モニウ上を溶辞.3糾し諾滋を-見生とたしその一帯を探 りT

/モLT蒸漕法l=上り退gL第枚 7=′モユサムを皮土丁る 水前寺帯環泣rよ-･且之を乾性灼黙し
て本筋及弗61を友化せしめた牲琉崇拝と紫較カルシウム及生化丁ンモヱrJムのお経 食用を以て

加載分析し,次にgE殻及過監兼枚を加へて加熱盤モして攻兼,lA鉄分を文士してfR兼沖のjLと収
める

エーナル不溶耕環法の合tから退建兼頓7ニ/そこウム及朔 頴の和を減じて本物及寂砂*を

T山丁ミ■

FGt拭tlt代薮デシケーター円で托礁しその減耗tを以て水分としェーTル柵的分より水分J:

現 JIJ* t? rl,の 京 分

ヵ_リ‥ hJ*抄 _旦盟 聖 ユ竺型 ､ 三空竺空至聖 望 )
(zJ _Tl) L放 つ崇 1妊 2妊 J洪 e軟

o/･乃Y 0TzLeAo C.604㌔ 0815h/ 0.胡カ,V 0.M Y u656㌔
0.63･LV OBHJr o,493′ 0.672y 0.6120 0.cosL 0746I

羊均 O.rL16' 0.79リ 0.499 0叫 'r 0.1組 063 , 0.710′

珪3CJL(珪3FAと兼好)のわたに上る喋

本 分 の Ty 瑳 兼 焦 の み 鍾 兼 ■ 十朱 身

11 兼 ■ - 1-601Cg II:jOetZ
米持(35-リサIPJ) 0,6019T O8050g
ZE]･L16分 托 010BtSr-OJinq,' 1･8361g三'llT3EKや) 1耶(汀な 3･639X(38)

加 ■30分 托 01004Sr叫 699' 16541g-3-邪 (JP) L8793J も799%(キ)



つ1.1 火推せ * 牡 邦 6笹 井11･1牧

を袋 し引い'C2Ti約の丑とする
2 分 折 振 作

A 水 分

拭耗約 5gを水分史兼用秤文挟に探 りよく横けね雀相称L鎖枚デシケーターFTIIこ4畠時肌放

思 し再び挿1 しその滅;托丑 を以て迎才7k令 とする

b暮泊●
釈暮約 10g を大朝 下土瓶を用ひ放生臨知の抽出用溝鰍 Z=托挿しリ,クス レ-1地 券をLLて
ェーテル舶 ほ 行ふ 紬山は溝剛 .のエーテルに丑淋 こ上る新色と認めざる進行ふ 攻に浪

符を引梢げェーテルi･帯下せ しめたる後 .100℃ をの茶束潮4.で約 2時En乾煉 し孜較デシケ

ーター州 こ放冷して秤果 しェーテル不朽柑 汝の合丑A をつ長め攻の拙作にilす
せ筒を除いた袖山半枚その士 i元の如 く生放 してェ-デルを何故するがよい

ェーテ′レ抽出康証 ^ 及別に胡足せる水分玉 川 %)y lOOよ少披 じて瓦油のJ:とする･

盃油% -100-(土誓 .}t)
LC 過新 政アンモニウム (NZI.C10.)

温雅兼酸丁ン･モヒ ケムの朋 HiTンモ-T哉脚法による 即ち工-テ ル 不 冷帯 残 達 Jlと

(VIl)1牡柿貸地蕪の項にWL.擬せる方経に従って拙作 し水可溶分脚一抹250ccとたしその 25tc

をどべ,トを以て雄吋 フラスコに探 り吸収フラスコには -TI/10tI,SO.75cc(半月 カー リ･/

7,の場合は 180cc)を尭入し以下 (l¥)桐ダイナマイ トLl,の珊碗7/専占ウム定暮淡に従っ

て拙作 し放生アンモニアに上り中和せ られた N/101才ISO.のcc淑BS･淡め次式に上ってNF-

clo.のjq:11を井出する
地に 001175比h'/10王l:S0-1ccに封 す る .71耳.CI〇一の悠土,F は -1'/10F,SO.のJ)tR

である

'油分安J

カーyナr中の拍分又Ft滴分とちトコ芳専叢の吏tlこ蔚てrt之CF劫u活か らエーナ.t･ialhせ しめて
fTL土するカ改t凍hJeTして抽出裁決を沸鹿茸射俗榊こ激てrI3時rUl乾榛し放冷快打暮して抽出#兼JE
t求ゎ ,とれ上り水分jLと盛し'Jh･･て抽a又は紳介とくトD労書我の廿jtと井出するカ哉t涼月した そ
のJJnとして衣のgF払t書tT与,
カーy･'rJu油分は60-7(rGは放て2時Tq紅の吃嫌では玲んと打出aC井は匂わない.
ユーチん袖山汝からエーナJLH軟性の油分勧 化はZqiLLtl時fqでは裁 7>ェーナんの揮発は不光分で
17e坤仰托してJ8托セナるtのi如し.

90-LOOoOの乾JA牡rHt射ては 1時何で反に可成の止暮汝t森ナ
エーデルせ耳Tの油分kかてtJとのinatでは 1時Nlkて*jlL18ざら位虻の叫火がJZめられる.
木少時のエーナ̂ ･tl存分はナ-て油分中kセ合せられる(1姓4式 4多投)

一一ナ^鵡均汝の乾規と7tB分の托政

60-7g'C o0-100'C

波 油 OZ･]7QD, 0165eQ; 07636g 017et'1g
エ ー ケ ル な し iB 加 rL L iB か

Z吋JVl10分凝塊淡 010003.,K瀬) 0018七､や) 00070g(加) 000QE(叫)
(0929%叔) (011帆 瀬)

e時Wl把錬鉄 01000L'8<it) otXXIlg(棉)
油分の丑Jtを升粥ナる必葵のもろ時は60-7000で約2時叩花畑してfTL土ナるが上 い



甲FEl エ■41分野1聖h.JJする軒* ゴ16

001175xExFx晋-D - o･%-Dy e
J JJJLJ

水不沖JI凍蛭を乾熊し氏一触 の甜LAF二秒L触 角無し*争及涙81を庚化陣tして力持孝泣
Wを求める この凍故とメノーの乳鉢に抄し庶粉末 となし,その ェ午(03-05gを落度と
ナ)を採 り約 15焦土の鮒 ぷ洪放カルソサム及 ･-,倍jLの鈍化 7ンモニウふと共Lここ,ケ

JL･相場に捗しょく泥和し以T (IX)丁ンモン秘薬tf･の瑚 彼定t泌 こ従って枚作し建窯Å娘

分を鬼J.し之上ク遠来蛾のJcQを井出する,

瑚 軌 -且警

●Lホ19aJIly

エーデル不溶解凍証 ^上り過El来校Tソモ>ウム及珪兼鍵の和を迎引た る柁 りを以て*81
及澱粉J:とする.

XI 律J717- リット及玉石カー リットの分析法

1 芽 F

杖を仲 のニトLrX婿映及正油比エーテルを以て抽出し凍鉦を乾性HIJ:してェーテル不締RF珠
歳の合Jlt･Rめ,夫･こ漣諸点理と行ひ7k可辞任の弧 を浄書増刊Lfidtを一見tとたし夫々そ

の藩音tと探 り過空票改 アン モきサムは丁ン･モエ丁稚滑鋲に上り,碑な..'gウムi王政琴′く9ウ

JLとして,文通生来妊カリri持牡鹿と共に諸硬度潤して雌 カVとして皮iする

拭何に建兼虎と含有する時は水可締故郷 を止別したる費泣き-且乾性泊れして*81A点61

tl先任せしめた'diそ丹也書J:を採 り炎敬*Jt･シウム及事化丁ンモ三サムの触 巾と以て加も

分辞し次にBE政友迫鋤 鮫を以て成規して珠架及残分を史よして之J:り珪裏鉄のJtを求める
*81及鹿骨はエーテJL,不薄井SE注の今上より水可辞塩生誹及珪兼itの軸を汝じたる珠tより)A
め7k倉見暮玖昨拭月をqE酸デシケーターPlで文殊しその波耗tを以てする.

エーデル可鮮分lD水分を逆し引いて>IE,y1-番壌及双曲の含まを)Rめ甫才の分別紘次の如

く行ふ 8Pち州外紋よりェ-3FLルを周牧した牧一且乾燥して竣存エーナル及水分を除きたる建
一抑戦地を以て式油をi淳解し溝別して不押F解凍班を乾性辞tして;トF･)ンFrAk'の*む淡め玉柏は

盤から許山する

2.分 析 操 作

L. ホ 分

Ft柵 5gと水分鬼i用秤JE晩に耗 り上く執げた核柵挿し鎌較 デシケーター内に 18時TVl改
正し.帯び挿*してその減耗tを以lt益井水分とする

b =トJ)芳f♯BL1.4
拭帝的 ユOgt大型押t長を用ひて丘J:圧由の抽出用if称 こ榔 Z-rLソ クスレー抽出巻i･以
てエーナJt･抽出を行3. 抽出時nLllま溜何中のエーテルににI)_Tqlに上る粛色を認めざる担ZE

(約 3時tu)と以て凶変とする.以TIX)(b 項にrtひ姓作してエーテル不沖簾革ま ･i及

き い71,番牧並にZl油の合J:モ求める 而してニトロ7,香扶及壬,bの令書結兵の如 く市ふ･

一鑑】ia■事kのモチJ{JlしてPZ(rX)(dlの〔tElr:串に中三するとと.



I_Lr. ★ ■ b I t5れJt■1･tll
epち抽出渡からニーナルt同牧した改60-70'Cの訪常描巾に約 2時舶乾 捜してニーナル

玉水令を斗故せしめ之に好守油 30- 10ccを加へ1く捷H.して油分を終#する 之と淡め坪

戦油で店現したヱt故知の漣拭t以て獲近し2-3は打設油で洗推し珪並を 60-70℃ の蒸

iil旨rtて約 1時Ⅶ定規し放牧ダウケークtFAHこ放冷改称J:し之上り達坂の丑* 女波じて>

トtlう,香挨の土 .T<とする

エーテル可鮒 よりエトロ先番比良水分を減 じた義がS油である･

･,i-h･新 王警 - 56-100-(吐 ㌍ +lI)
水可;書分脚

ェーテル袖山技証 Jlは (yll)1枚珊51体雅の跡 こTa似せる方班に経って削 乍し水可F辞介

Id淡 -150ctを作る

C.過肝 強アンモニウム(yE.Clot)

姐BE蒲政Tyそこウムの兵士riT ン そこ丁蒸淵法に上る 即ち水可溶''lTh'･'7わ 通常i (坪尻
カー1) トは 25cc,一件崩カーリ,トは 59cc)を亡べ,トと似て崩潜フラス コに裸 )),吸収7

9スコに,i.LX'!Oa,SO.75で亡tt入し以T IV)栴ダイナマイト中の摘較 丁ンそこサム鬼
Jl法に従ひ淡作し菅生丁ソそま丁に上り中和せられた ･TI10flヱSO.の ct恭 Eを･Rめ次式

に上って m l.(-)0.のJ:Dを井出する 式中 001175は }'/10N,SO-leeIこきげ ろ lゞr.

CIO.の音* f J三二(ユOEiSO一のIJ債である･

001175×ExFx云 (㌫ -IJ mI･C-0.%-旦警
d 紳I(l}〇人 GBaP'OJJ
水可-'N=合併前 .50ccとビベ,71にてど-カーに珠り′¥ はダイナマイト分節泣中に妃戟･B'る

方汝にi蔓って持作して J3aSO一上して定正し之に 11191と乗 じて BAyOJl'に換井する

そのtを (n とせばD.Ttlr O.7,の百分率は女の式から収められる･

岬 ｡J,%-撃 ×ユ｡｡

○ 蟻ZFZEBAカリ(EClO.)

水可持分凧だ50ccなどべ,トで白金皿に珠))雄酸 (1 1)約 6ccを加へ過浴上で蒸1}PL如

し白班と菅生するに及TJ並束''ii小に移し丁スペスト附金網上で･好かlこ伽叔し乱刺のせ敗 退

gEjk穀アンキムウム額を斗散せしめ地役に角親し放冷鼓押暮して攻最カ1)の土と)拝める 女

に之に藻蹟艮赦満を戒下して内解物を潤し再び乾滴灼黙して位tを求めその特tに 15902

と- て ∫くC･0一(LZ)･こ- する･- 15902は篭 許 -宗 妄言である

EO読 撃 ×100

1. 蕃 暮 鋸

拭判中に珪兼jtを含有する雛 にl王水不藤井技法を最AL(は1T:/モソ捷集中の遠来比定
t法に従って挨作し建議及妹分女史暮し之より珪素鎌のt Q を井出する



平川 ;I:又4J!分析蕃kNする研究 217

朝 雄%-旦書聖
(.ホt9AJh

持崩カーリ トで比エーチ ･̂不船群確式 .t上 ゎ,進呈兼坑丁ンモ31ウJ.,碑 俊 Jl'9ウ.I.及
放宗itの合tを丑ijIたる凍 りを以て柳 瀬帝王とする

せ崩カーッ'T･でrlェーテル不辞群凍i&-1よりi旦生来薮丁ンモlウ上,辻BL東熊 カサ及F:

兼汁の舟tを差引きたる嬢を･以てする,

ⅩⅡ.特藍薪カー1)ット及藍石カーリットの分析法
1 F ■

洪料中のlト,･yJ市政及7E洲 土エーチ Ĵを以て抽出し珪淀を荘煉HIAしてエーナJL･不辞AI嫌

泣のせtを)ため攻rz:退場成規な行ひ水可柿色の阜用と終解遁別し沌旅を一見jtとたし,その藩

甘tを托りヂケアルダ法IC上って全史兼tに柵甘する現定疎放舵のirlyt*t淡め,攻にfn1-Jl
上り丁ンモJ-T不滑法に上って金丁ンモ主サム掛 こ相甫する現定雄餅 のn焚tと潤 りNl者の

差から碑放射二相常する哀兼のjLを求め,之に上って謹5E兼酸丁ソキンのtと書出する

特だ碗カーr),トに在っては7k可持株旺桝と過糾した環濠 を-且乾礁灼黙して米粉及汲砂粒
衣化せしめた浅その蓮井Jlを探 り崇敬カ/i･シウム及5E化アン･モエウムの柵 欄 を以て加粉

解し大にgE庶及池生来攻で虎現して王様 女史JlL溝･#[こ丁ン･そこ丁水を加へて7k叔化鎌と沈澱

せしめ骨法の如 くdt現して鎌舟をiNり之より韓東銀のtを井出すち
*秒及花粉はェーテル不溶市坪i&の合J:から水可辞任醐 及環宍経の和と誠じた珠J:を以て
する

水分定tは原虫科を凍赦デシケーター内で乾捜し.その減耗書を似てし,エーナ ,̂可沖分か
ら水分を差し引いてきい7カ市よこ及玉油の含土とする.

_トE･yJ府政及正油の分社 はェーナル抽出織からェーテルと同牧した後-且乾放して球存エ
-テル及Tk令を却放せしめ大欲坪歌曲を以て瓜油を辞解法別してエトロ71有珠のtを康め,衣

油ri丑から井出する.

2 分 折 操 作

L Jt 方

状‡約 5gと水分兵t用挿J:掛こ挟tIよく戎げた後捕帝し轄酸デシケ-クー帥こ48時W汝
ttして再び梓J:しその誠耗tを出て範汗水令とする

b ニトE)相 互1油

洪特的 10gを大野拝土瓶を用ひて正t錠知の抽出用諾筒中にf相 ILソ,クスレー抽出牡を

以て諸Tf中のェーナルに DyL-の好色を捷めざるまで約 3F寺朋エーチJt,根付は 行ふ (Ⅹ)
(b)功lこ従って牧作し,エ-ナJL･不締榊 泣 ･l及ニ71=加‡淡並に認油の全土 王rを,Rめ.

iI,t'rJ寄与も及末油の令kは rXl)(b 項に従って換作する DX'}'の特Jlを Dとすれば
Jmhの百分車は丸か ,ら卯 け られる. l

D>-･T3拒誓
A油%-苧 x100 - 100-(吐 ±苧 塑 ･･V)
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ホ可;書分限

エーナル抽出卑近 A Iま/ylJ)1TF_西安は事の攻に肥やせる方法に廷つJ=牡作 し水可#''

各班萩 250ccとたし之より柵択丁ソモJ-ウム及退M 殻丁ンモ-ウふむ定tを･行ふ･

○ 稚 Tンモニウム娼 鮒 7ンモ=ウ▲ (ⅣE.打0.長打E.CID-)
柵旋丁ンモ三ウふ及過BE決酸アンモ;サムの尭tlは攻の如 く行ふ むち JE.yn.及 1'711

cJO.小の重来栗はデTyTJL･タ法に上ってアン モ ニ丁として52暮し,史に yn.のみは丁ン

モLTぷ滑法に上ってiPl足しd兼の基から Oゞr,のはJCに上って生 じたIT:/モ 三TjLと知

))拙者の官主を井出する

TJヴ,̂,ダ法に上る丑よRJ:津 (N6参照)は⇒この如 く彼作する 水可l喜郎 貢推 ユMet･をピべ

,トを以てケルダールの丁ンモ与丁議桁フラスコに珠 I)捕#･'k5OcL･,7ルコール 5cc及TJす
,ルグ命金米3gを加へ硬め_V/ユtH1=SO.75ccを土人せる吸収7ラスプに連結する 次に導入

肝の光に淋 ほ 附し之上りLL6兆神性/-ダ (L'pY他力1)のIBが上い )淡 30ccを辻加すれば

寸時にして反旗起 り戦勲と共に泡沫と書生する 徐Jtに加熱して茄沸古淵すること約 30分
にしてフラスコの内容約70ccを滑出せしめ最後の政令Nlは好入管の先を沫蛾 に,吸牧フ
ラスコt吸毛夢に接技して辞かに耶 lして峯朱を中人して菅生7=′モ三丁の奄くそti収フラ
スコEIlの鉦鼓に吸収せしめる.射 こ安重罪を附き経内の丘1)を大泉玉に従せrめた後速捧げ

とk り外し管の発毛と吸収7クスコ円に注入 しメナ ,̂レ'rt指示熊とし ;<IJtJy･TtOHと出

て過対の碓鮫を逆滴定し現生丁ンモき丁に上って･I.和せられた ･TILOJl=SO.の cc態 ･TIt

淡め r.I--tE件のTに基経 とTIひ必廷あらば抽正する )之を仝去来tに神官するTJL･カy

虎とする.

4(に yZl̀ の史ili水可持分Lq沃 10Q をどべ トと以て丁ンモニ丁淵 フラスコ'=殺 り吸

牧フラスコには 叩 01Ⅰ7SO.30ccを土人LEIT (ly)親7イナマイト中の碕穀丁ンモ主サ

ムjEjt弘に従ひ捷作し金 m l.に上って中和せられた X'/10五三SO.の etJiP と,東めろ
然らば女の井式に上って Xm.T O,及 XIE.C10一のみ上D恐生せる丁ルカ甘皮,1･知ると以て

之に 0008501及 0.01175と戎 じて炎々の合J.を求むることが出奔る.

_Y 亀虫兼に仰常する丁ルiFlJ酸

P 金 _TlE.に相常するTJt,カ9度

.T(-P _T<0-. に和食する丁ルカ リ廉

p-(_TIIP) _TrLI.CIO-rc相思する丁ルカ少産

.YB..Y｡.%=0008501×(･Y-P'瑠 xユ｡.
S

_1.H.C.0.光=00u75x(2p-n瑠 ×1伽

●ⅣE-ZYO.長打E.CIÒ の定4
zIELNO.丘 yJJ.CID.の血合書方Lらその群者を皇AするKrたたづm ･托上りh-JJ̀ の仝ttiIu ,衣
紘O10''■仕>10.'のPIIt.t･t丈tせht=T.･らない Cl0.'はカタサムiiして足tナる1榊 は折
してCrtkjLナる方溝の何Lt.lifJLなる材長と8るkは可な9のAJrと3Fナ与.-カyO{のkjtに放
てIJr/y法,シ>Jt,I/チ-Ir-/法の何LLも艮tt托於て之t･嫌作ナる七以て必JrのihJLZFBCと丘L:先払なし
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とPZ云･11-'い･点るKT-γT･hダ普r=由る符rz-TIJL-の定班 >10.■の真土&kトト一･糞tk俵l内座0枚
作を以て歯&lt文題せ♭iL併t蒔,EなるJeAが頼 られたので本をを採用する亡と しゝた.
mL必平た七にては的一一拝辞の下に側 t行ひその書を種正する.
fケTAPit･の汝作♯一件を決真するBk兼の文書を行った
/JLタ●itや帝石 喝 内外t柵押し,:VIOZ7さ0-ユork:ct任用しその 80cc内外t中和する如くせ
る時のかふべきtt兼Jt,ZEZ8時Nl等たつ舌鼓dL凄 )に示せる如き片n-でJB張長1.･古井JtJJ持ちれた_
1古正統に就Tは古林をmふ ることなく何一体仔の下托垂弐Jkと市ひその伍を諌めた QlL先の等令頚牧謙

(7t'IIOtlSOL)の他用jtは etkcとした (哉 空き町)
名 l デゲ7,̂･T法k上る前石の定兼

(1) (2) (3)

I(井 (fty0.一 0,816取 OJS]8鞄 0,8璽St:
弘 帝 7k 60cc 60cc 80cc

SbXhl.1011好評 58cc

机9L,/Tルコール 5cc

アサT̂ ,T合金束 3g
血 払 ■y rV1 809

恥
･[<
品

斜 F.六/lErtliT. 8.Oecc SODScc

恥
如
蓋

伽F,:'
禁 政 J&*jEA 0fXkc O･30cc O一触
xr 正 tt SO72cc SO･63cc 8179cc

Kh10.JA.. 9971% 9963,Y 99且Icc

哉2 7ケJL〆法の有珠Jl(格正CL)

薪 浄 水

35,AL)>'aOl悼 辞
91t､,TAコール

アγT.Af令色架

A tt ll rTt

任用 yPOIヨ三SO一
連*東 >'I10hT90Ji
遠 く成 正 位)

50cc 50cc

50cc Bbc
6cc 6cc

急 患
1997cc 1897cc

1966cc 1966cc

0Slcc O31cc

笈

慧

怠
伽

馳蒜

50cc
50cc

Scc
SA･
SO分
3496cc

eiGScc

0eScc 平均030cc

rri雑 を井dZ托蜘 せる王JLglt不せけ大の如し･
zl札CLO.to50晦 を最滑水に静解して 巴独 Cとなす (毛月カー9サト10t;中のそれに細すする)
Hll.hl0.6.le喝;毛細 7kに渉解 して 250ccとILナ 胴 J=)
此o'N汝の _n及 10ccを夫々ビベ'トと以て探求し初心たぎケ'̂ 〆食金架と加-て粍 Jetの如く頒作
LNfhRhTO.･の金作をポtl)として兵は し.次krq-宜kウキ7-A,Y,ル〆イ油 を加ふる亡とT=LKIT(tl･
のみt定生し本史所城の井式に上って大々の制令を求めたる托去 alC7,-,･ナ如くNtl.ド0･の絶虻として

99つり経,ZImCl0･0,加配として99199gを柑た
又JR市史朋 】か-リい のが J静分瓜汝 (試料 10DI77が bOcc)Jt就き適用せる托 伽 も配せ剤廿の範
地内化かで浦足すぺせお先畠糊 られた(凄 4)

ih.3 7-I/Tんタ溌k上る ml◆Ol〇一及hTH一>10.出合涙のA:且例

ドEl.Clot(&0職 /250cc)

7;fl.710ユ(6.1W 50cc)

慕 i7 ホ

35粁 ･Oll藩許
T-ケア̂ ･ダ食仝禾

94,Y7'/･コ-A

Jl か I} rq

生生井k上サ中和きれた 1/10HSO一暮
油正位(金武JL)

弧cc(0-241噂 )

10ec(0214Bg)
SOrc
50cc

3g
･Scc
S扮 ･
u.政 c

O.3(kc

81qh c (S)
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特監 向 カーリ,トに在っては7k不辞岸控並を乾放しEjL伽 の相場に移し伝娘的熟して水飴･

及井抄と次化挿jEして杓も球速W と_求め之をメノー乳鉢に移し掛 とたしその 03-05g

と杵押し以Jf (JX)丁ンモン姓串中の珪兼相 良に従って操作し珠兼及拝命を史tL之

上?珪*錘のJ:Qを]F出ナる.

胡 史%-旦誓
L. 手相ZLiq扮

特空前カーlJ,トはェーテJL･抽出技法 上りr耳▲rO,,_TfH.C)0.及珪東沖の卸 を,聖応力-

I)'トは TTIfl.:<0.及 Ⅷ {CIO.の和を差し引tJ～た妓tを以て水耕汲沢81とする.

XIrI 黒色鎌LLJ火集の分析法

1 7; 旨

棚 沢相を二嫌化発禁を以て硬式む抽粒し凍故を乾燥押*してその減耗J:を求め之上り水分一

女適し引いて凍黄分とする 稚出珠淀を鞍 点をBLて虎現し碑石を持出せしめ建並を乾粗相J･し

TtO/lミ上りや和書れたべ/10tIさ0.1 3031cc (ヽ-P)
1H.＼0, hel鞄
A;(ⅣZZ.NO.) 9921,4V'

A-帆S0, 10cc(0,2448g)
話 有 水 60cc

35%fSaOll辞汝 60ec
JL甘 U.q 桝
m1-托上l中和盲LLたNPOIl,SO.1 60DJcc (P)
JヽI.べ0.やの 一ゝhr:上り中和まれた1IIOpき0-t 3031cc (㌔-P)
Iヽr.CIO･l=上g･l･和された叩 0甘さ0.t mGCce (p-(S

SHICZO1 0･空叩g
A;(Ⅳ耳･CIO･) 99.I9%'

BHt月印カー9'I中の XH.CtOlゑ ポH.(】10.の某暮
州 柑 柑 (諾r:旨錯 a温 ,vG16%) 10ccIR 1.cc
7■ 朗･cc 仙ce BCcc

35%>TzLOEl称殺 恥C 地.C 50cc94YTA･ヨーJtr 5cc Bcc

Tゲ,A/始 末 3g 3g
JE古L>rll SOS? ;Kq 胎

生 .ゞkより中和されたTIlOIL-SO.Jt 71,52cc 7172cc

}'Ji.に上中やf)された>-Il°Tl占0.A LID.1l亡C 10.41cc 40,61cc
hI 正 q oJh - 030:c
ilo/た上9中75壬LLたyllOll占0.Jt SO.Slcc 30jucc SO,91cc

-訊 Ci.TsoH." 1'lkて叩 紬 た - OGO=C

伽
a
a
l)
抑

伽

r
批

恥

柑･>'0. m2467g - O.別71g

さ一一一~"I- "..∴ ∴ 7㌦ .:.∴ ‥ 二 二 L:
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て木淡*とし水絵談を蒸篭牡滴して碑石jtを求める

水分1定土は粕 拭拝を様なデシケーター円にて長汲しその醜托土を以てす

2 分 折 捷 作

3. 水 分 J
軸 紋料約 5gを水合点JE用持主瓶に採 りよく款げて輔拝し礁錠デシケーターPl.こ45時･Jl
及位Lpfび仲兄しそb波揖Iと.臥て濫井水分とする

b8(I
棚 沢料約 5gを歪土民知の抽出In桝 に附 し埋め乾抜持主せる呪柑松を以て綿 の上-DIP
を牧ひ./,クスレ-抽出鮮rz:より二硫化洪米と以て約3時仰抽出を行人 魂に遁符を引柏げ

二祉Iは 境をJ軒下せしめた後 180℃ の捕束乾燥器中で約 2時間乾性し故酸ヂ･/ケークー内

Lこ放冷級畑 作丑瓶を以て漸 緋 に柑伸し之より秤丑胤 はP及8-こ加へ7亡況仰 の釆舶
減じてこ餓化淡紫抽出珪班 ^ を淡む

抽甲#r土浦筒を入るiことなく元の如 く装思して二硬化洪兼を剛 け る
こ強化郎 抽出珠故 A及水分 31% を100より減じて碓井分とする

ww1,-100-(響 +刀)
C. 村 石

脚 を紺 Llせる鍾証経革肝の士i軌 的 注如し碑石を再出する 珪淡は救こ轟を以て沃悲しヂ

71こル丁ミy雄まで東伽 の反乱を呈せざる迄よく洗漉し.B衣改正J･旺知の日金皿若しく

はtl-カーと以て繕lrt上で業態乾滴し更にf･]110Tcの婁9L誹中で約 1時Ⅶ隻憤し瑳鼓デシ

ケーターP‖こ放冷後再*して碑石条 Jlを求める一

府石5b'-

･d * Jt

黙過虎理技の不持解建立を105-110Cの生来浴中で約 2時湘僅填し決酸デ シケーター内
Jこ故冷硬挿暮してこれから荘何及さに加-た矧桁続の重土を誠じて木兼東 Cとする･

棚 %-響 -

/




